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Wegmansオープン
マンハッタン初のアスタープレイス店

日本の魚屋さんも

豊
洲
直
送

　

一
般
家
庭
の
食
卓
が
、
高
級

料
理
店
に
早
変
わ
り
。
米
老
舗

高
級
ス
ー
パ
ー
の
ウ
ェ
グ
マ
ン

ズ
が
18
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス
（
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
７
７
０
番
地
）
に
新

店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
う
れ
し
い

の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー

で
初
の
本
格
的
「
魚
屋
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
こ
と
。
１
０
０
年

続
く
日
本
の
老
舗
「
魚
力
」（
本

社
東
京
都
）
の
職
人
が
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、
日
本
の

「
魚
屋
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
そ

の
ま
ま
再
現
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

日
本
全
国
か
ら
豊
洲
に
集
ま

っ
た
魚
を
魚
力
の
バ
イ
ヤ
ー
が

選
ん
で
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
の
空

輸
便
で
週
２
便
直
送
。
産
地
か

ら
１
日
、
遅
く
と
も
２
日
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
店
頭
に
並
ぶ
の

で
新
鮮
そ
の
も
の
。
日
本
国
内

の
高
級
料
理
店
に
並
ぶ
の
と
ほ

ぼ
同
時
に
同
質
の
魚
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　

地
下
１
階
正
面
の
魚
売
り
場

は
「SAKANAYA

」
と
看
板
が

出
て
、
手
前
の
豊
洲
直
送
の
氷

台
に
は
旬
の
さ
ん
ま
（
北
海
道

根
室
）、金
目
鯛
（
鹿
児
島
県
）、

鯖
（
京
都
府
）、
太
刀
魚
（
宮

城
県
）、
メ
バ
ル
（
青
森
県
）、

甘
鯛
（
山
口
県
）、サ
ワ
ラ
（
石

川
県
）、
キ
ン
キ
（
北
海
道
）、

秋
鮭
（
北
海
道
）
が
頭
を
つ
け

た
ま
ま
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
。

　

魚
力
商
事
東
京
本
社
か
ら
３

か
月
交
代
の
現
場
教
育
担
当
と

し
て
着
任
し
て
い
る
同
社
営
業

部
副
部
長
の
佐
藤
成
就
さ
ん

（
50
）
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

住
ん
で
い
る
日
本
人
の
皆
さ
ん

に
食
べ
て
欲
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
る
。
買
っ
た
魚
を
そ
の

場
で
刺
身
や
切
り
身
な
ど
好
き

な
よ
う
に
捌
い
て
く
れ
る
。
現

場
で
指
導
を
受
け
て
い
る
寿
司

職
人
と
し
て
職
歴
６
年
の
エ
イ

ド
リ
ア
ン
・
Ｍ
・
ハ
ッ
チ
ン
ス

さ
ん
（
32 )

は
「
こ
れ
ま
で
自

分
の
経
験
で
40
種
類
近
い
魚
を

捌
い
た
が
、
こ
こ
３
週
間
の
研

修
で
75
種
類
の
魚
に
出
会
っ
て

そ
の
品
質
の
高
さ
と
包
丁
、
技

術
に
驚
い
て
い
る
。
職
人
と
し

て
夢
が
叶
っ
た
」
と
話
す
。

　

ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
は
１
９
１
５

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
チ
ェ
ス

タ
ー
市
に
創
業
し
た
老
舗
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン

で
、
Ｎ
Ｙ
州
郊
外
を
中
心
米
東

海
岸
に
１
０
０
店
舗
ほ
ど
を
展

開
し
て
い
る
。

鮮
魚
取
扱
い
指
導
に
来
米
中
の
魚
力
商
事
・
佐
藤
さ
ん
（
右
）
と
現
場
責
任
の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
さ
ん
。
目
が
ま
だ
生
き
て
い
る
よ
う
な
金
目
鯛
（
写
真
は
共
に
本
紙
・
三
浦
良
一
）

　

ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

紛
争
が
激
化
す
る
な
か
、
学
生

の
全
国
組
織
「
パ
レ
ス
チ
ナ
正

義
の
学
生
た
ち
（
Ｓ
Ｊ
Ｐ
）」

が
「
抵
抗
の
日
」
を
宣
言
し
て

12
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大

学
や
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
、
カ
ル
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
な
ど
全
米

の
大
学
２
０
０
の
支
部
で
デ
モ

が
行
わ
れ
た
。
親
イ
ス
ラ
エ
ル

と
親
パ
レ
ス
チ
ナ
の
学
生
の
間

の
対
立
が
深
ま
り
、
双
方
か
ら

暴
行
や
嫌
が
ら
せ
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
北
部
に
あ
る

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
12
日
、
関

係
者
以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

出
入
り
を
制
限
す
る
と
発
表

し
、
13
日
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

予
定
さ
れ
て
い
た
大
規
模
な
パ

レ
ス
チ
ナ
支
持
集
会
を
回
避
し

た
。
入
構
制
限
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
男
子
学
生
が
図
書
館
前
で
女

子
学
生
に
棒
で
叩
か
れ
た
事
件

が
き
っ
か
け
と
い
う
。
男
子
学

生
は
ハ
マ
ス
に
連
れ
去
ら
れ
た

人
質
の
ポ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
お

り
、
口
論
に
な
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
警
察
は
容
疑
者
の
女
子
学

生
（
19
歳
）
を
逮
捕
し
た
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は
「
パ
レ
ス

チ
ナ
に
正
義
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
学

生
の
会
」
な
ど
が
パ
レ
ス
チ
ナ

支
持
を
表
明
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
法
科
大

学
院
の
学
生
弁
護
士
会
の
ラ
イ

ナ
・
ワ
ー
ク
マ
ン
会
長（
24
）は
、

ハ
マ
ス
の
攻
撃
に
よ
る
「
多
大

な
命
の
損
失
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に

全
面
的
な
責
任
が
あ
る
」
と
し

て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
支
持
す
る

声
明
を
発
表
し
た
。
ロ
イ
・
マ

ッ
ケ
ン
ジ
ー
学
部
長
は
、
学
部

の
見
解
で
は
な
い
と
し
、
民
間

人
の
殺
害
や
テ
ロ
行
為
は
許
さ

れ
な
い
と
非
難
し
た
。
ワ
ー
ク

マ
ン
氏
を
内
定
し
て
い
た
ウ
ィ

ン
ス
ト
ン
＆
ス
ト
ロ
ー
ン
法
律

事
務
所
は
10
日
、
同
社
の
見
解

と
相
入
れ
な
い
と
し
て
雇
用
契

約
を
解
消
し
た
。

（
関
連
記
事
４
面
に
）

ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
紛
争
大
学
に

就
職
内
定
取
り
消
し
も

開店前に行列を作る NY市民（Photo：Meg.Maruyama)
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株
式
会
社
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

（
本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
、

代
表
取
締
役
：
村
松
俊
亮
、
以

下
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
は
、
ア
ー
ト
・
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
始
動
を
発
表
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、近
年「
ア

ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
・
キ

ョ
ウ
ト / ANDY W

ARHOL 
KYOTO

」
な
ど
、
ア
ー
ト
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
企
画
を
数
多
く

運
営
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ｅ
が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
「
波

紋
の
よ
う
に
、
今
ま
で
な
か
っ

た
方
向
に
ア
ー
ト
の
価
値
を
広

げ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
才
能
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
ら
し
さ
』

を
表
現
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を

作
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。

　

そ
の
第
1
弾
企
画
と
し
て
、

11
月
9
日
（
木
）
か
ら
22
日

（
水
）
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
あ
る
現
代
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ーNowHere

（
ウ
ー
ス
タ

ー
通
り
40
番
地
）
に
て
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
コ
ヤ
マ
シ
ゲ
ト
氏
と
同

氏
が
率
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
集
団
・
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る

「SHIGETO KOYAMA CCMS 
experiment OBAKE

」
を
開

催
す
る
。　

　

コ
ヤ
マ
氏
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
作
品
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
主
軸
に
、
漫
画
、
ゲ

ー
ム
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
幅
広

い
分
野
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、

コ
ン
セ
プ
ト
、
色
彩
、
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
広
く
手
掛
け

る
。
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
コ
ヤ
マ
シ

ゲ
ト
、
草
野
剛
、
野
中
愛
に
よ

る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

で
２
０
１
0
年
に
結
成
。
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る

３
人
が
「
同
人
誌
」
と
呼
ば
れ

る
２
次
創
作
に
よ
る
Ｚ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
経
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
の
制
作
を
手
掛
け
て
い
る
。

２
０
１
５
年
に
は
「
日
本
ア
ニ

メ
（
ー
タ
ー
）
見
本
市
」
に
て

短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品

『
お
ば
け
ち
ゃ
ん
』
を
公
開
し
、

現
在
で
は
書
籍
だ
け
で
な
く
、

グ
ッ
ズ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
ど
も
制
作
。

　

同
展
で
は
、
前
半
に
コ
ヤ
マ

氏
の
特
長
で
あ
る
「
多
様
な
分

野
で
の
活
動
」に
焦
点
を
当
て
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
「
集

団
作
業
で
生
ま
れ
る
マ
ス
プ
ロ

ダ
ク
ツ
」
と
し
て
の
側
面
か
ら

深
く
理
解
す
る
構
成
。
後
半
は

Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
に
注
目
し
、
彼
ら
の

産
み
出
す
創
造
的
な
思
考
と
表

現
を
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
い
う
形
で

展
示
す
る 

。

　

11
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら
と
、
20
日
（
月
）
午
後
６

時
か
ら
は
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
る
。

　

入
場
無
料
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://linktr.ee/

artentjapan

を
参
照
す
る
。

SHIGETO
KOYAMA
11月9日から
NowHere

　

２
０
０
６
年
か
ら
毎
年
、
全

米
か
ら
大
勢
の
ア
ニ
メ
＆
漫
画

フ
ァ
ン
を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
コ
ミ
コ

ン
」
が
、
10
月
12
日
か
ら
15
日

ま
で
の
４
日
間
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
西
部
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ャ

ビ
ッ
ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年

は
４
日
間
で
20
万
人
以
上
を
動

員
し
た
同
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
本

年
も
入
場
券
は
早
々
に
完
売
し

昨
年
の
記
録
を
上
回
る
ほ
ど
の

大
盛
況
で
会
場
は
コ
ス
プ
レ
を

し
た
フ
ァ
ン
た
ち
で
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
た
。

　

会
期
中
、
４
階
の
会
議
場
エ

リ
ア
で
は
、
日
替
わ
り
で
様
々

な
特
別
講
演
や
催
し
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
14
日
土
曜
日
の
正

午
か
ら
は
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
と
バ
ン
ダ
イ
共
催
で
、
現
在

放
映
中
の
シ
リ
ー
ズ
最
新
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・

ブ
レ
ー
ザ
ー
」
の
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
４
０
０

席
以
上
あ
る
会
場
は
特
撮
好
き

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
で
満

席
と
な
っ
た
。
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

は
２
部
構
成
で
、
57
年
に
及
ぶ

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
で

初
め
て
海
外
フ
ァ
ン
向
け
に
英

語
吹
き
替
え
版
が
同
時
配
信
さ

れ
て
い
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ブ

レ
ー
ザ
ー
の
魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も

の
。
ま
ず
は
、
英
語
吹
き
替
え

版
の
ナ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
メ

ジ
ャ
ー
・
ア
ッ
タ
ウ
ェ
ー
氏
の

Ｍ
Ｃ
で
、
主
要
キ
ャ
ス
ト
の
吹

き
替
え
を
演
じ
る
声
優
の
リ

コ
・
フ
ァ
ヤ
ー
ド
氏
と
ニ
コ
ラ

ス
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ル
イ
氏

を
特
別
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
で
、
新
し
い
切
り

口
が
日
本
で
も
話
題
に
な
っ
て

い
る
同
作
品
の
見
所
な
ど
を
語

っ
た
。
続
い
て
は
、
主
人
公
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
・
ブ
レ
ー
ザ
ー
と

地
球
防
衛
軍
の
ロ
ボ
ッ
ト
怪
獣

「
ア
ー
ス
ガ
ロ
ン
」
が
極
悪
宇

宙
人
や
凶
悪
怪
獣
た
ち
と
バ
ト

ル
を
繰
り
広
げ
る
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
。
洗
練
さ
れ
た
ス
ー
ツ

ア
ク
タ
ー
達
の
迫
力
満
点
の
ア

ク
シ
ョ
ン
に
、
会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
達
は

大
き
な
声
援
と
喝
采
を
送
っ
て

い
た
。

　

一
方
、
メ
イ
ン
の
展
示
販
売

フ
ロ
ア
は
、
身
動
き
を
取
る
の

も
難
し
い
ほ
ど
人
で
溢
れ
返
っ

て
い
た
。
中
で
も
、
最
大
面
積

を
誇
る
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
の
エ

リ
ア
は
、
各
部
門
ご
と
に
ブ
ー

ス
が
分
か
れ
て
お
り
、
数
々
の

巨
大
な
人
気
キ
ャ
ラ
の
像
や
等

身
大
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
人
目
を
引

い
て
い
た
。
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
や
、
商
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
ど
の
部
門
の
ブ
ー
ス
に

も
長
い
列
が
出
来
て
い
た
。
ま

た
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
で
活
躍
し

た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
ブ
レ
ー
ザ

ー
と
ア
ー
ス
ガ
ロ
ン
も
同
社
ブ

ー
ス
を
訪
れ
、
フ
ァ
ン
と
記
念

撮
影
を
す
る
な
ど
し
て
盛
り
上

が
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
コ
ン
は
、
ア
メ
リ

カ
社
会
に
お
け
る
日
本
の
ア
ニ

メ
や
特
撮
の
根
強
い
人
気
ぶ
り

を
改
め
て
知
ら
し
め
る
４
日
間

と
な
っ
た
。

（
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
）

ウルトラマン登場
NYコミコンでライブ
円谷プロとバンダイ共催

https://agroup-holdings.com/group/
https://linktr.ee/artentjapan
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☆クイーンズ
クイーンズカウンティファー
ム博物館 （31 日までの毎日、
正午～午後４時 30 分、土日
は午前 10 時～午後４時 30
分）入場無料。かぼちゃ狩り
はサイズで課金。28 日まで
は市内唯一の広大なとうもろ
こし畑の迷路（大人 16 ドル、
４～ 11 歳は 12 ドル、３歳
以下は無料）、ヘイライド、
新鮮な野菜や花を販売するフ
ァームスタンド、１７７２年
に作られた歴史的ファームハ
ウスの無料ツアーも開催。
Queens County Farm Museum　
73-50 Little Neck Pkwy.,
Floral Park, NY
Tel: 718-347-3276
www.queensfarm.org

☆ロングアイランド
ホワイトポスト動物農園（毎
日午前 10 時～午後６時、入
場は５時まで）入場料：23
ドル 95 セント（税別、生後
15 か月以下は無料）。かぼち
ゃ狩りはサイズで課金。鳥の
ショー、ポニーライド、トレ
インライドなどお楽しみがい
っぱい。ロングアイランド一
の人気スポット。週末は「秋
祭り」も開催（入場料は 34
ドル 95 セント）。
White Post Animal Farm
250 Old Country Rd. 
Melville, NY
Tel: 631-351-9373
www.whitepostfarms.com

☆ウエストチェスター
シルバーマンズ農園（毎日午
前９時～午後６時）入場無料、
かぼちゃ狩りはサイズで課
金。アニマルファームやバン
ジョーやギターの演奏が楽し

める。かぼちゃの重さを２オ
ンス以内で当てたら、そのか
ぼちゃがもらえる！ １９２０
年創業、ニューイングランド
風の飾り付けも必見。
Silverman’s Farm
451 Sport Hill Rd. Easton, CT
Tel: 203-261-3306
www.silvermansfarm.com

☆ハドソンバレー
ローレンス農園（10 月 31 日
までの毎日午前９時から午
後４時）入場料：月曜から木
曜は７ドル、金曜から日曜
は 10 ドル、２歳以下は無料。
かぼちゃ狩りはサイズで課
金）フードスタンドでは揚げ
たてのアップルサイダードー
ナツやホットドッグ、アップ
ルサイダーなどを販売。果物
と野菜ピッキングで有名。毎
年通う人も多い。
Laurence Farms Orchards
306 Frozen Ridge Rd.
Newburgh, NY
Tel: 845-562-4268　
https://lawrencefarmsorchards.org/

☆ニュージャージー
アルステディ農園（毎日午前
９時から午後８時）入場料
は参加イベントによって異な
る。11 月５日までの週末は
ライブ音楽の演奏やシードル
醸造所ツアー、とうもろこし
畑の迷路のほか、午後６時か
らは「ハーベストムーン・ヘ
イライド」が楽しめる。
Alstede Farms
1 Alstede Farms Lane
84 County Rt. 513 S.
(Old Route 24)
Chester, NJ
Tel: 908-2589-6245
www.alstedefarms.com

　

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
に
あ
る
西

半
球
で
１
番
の
高
さ
を
誇
る
展

望
台
「
エ
ッ
ジ
」
で
は
、
11
月

10
日
（
金
）
ま
で
「
エ
ッ
ジ
の

天
空
の
秋
（Autumn in The 

Sky at Edge

）」
と
題
し
た
秋

の
ト
ン
ネ
ル
を
イ
ン
ド
ア
ス
カ

イ
デ
ッ
キ
に
設
置
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
エ
ン

パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
を
含
め

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
が

眼
前
に
広
が
る
。
ま
た
紅
葉
し

た
葉
っ
ぱ
で
飾
ら
れ
た
ブ
ラ
ン

コ
も
あ
り
、
乗
っ
て
記
念
撮
影

を
す
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
１
１
０
０
フ
ィ
ー

ト
（
約
３
３
５
メ
ー
ト
ル
）
の

同
展
望
台
は
午
後
10
時
ま
で
営

業
、入
場
料
は
大
人
36
ド
ル
〜
、

子
供
（
６
〜
12
歳
）
は
31
ド
ル

〜
、
５
歳
以
下
は
無
料
。

　

28
日
（
土
）
夜
は
「
ス
カ

イ
ハ
イ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ

ー
テ
ィ
」（
参
加
費
１
０
０
ド

ル
）も
開
催
予
定
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.edgenyc.com/en

秋
の
ト
ン
ネ
ル

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド

　

カ
ボ
チ
ャ
と
紅
葉
し
た
カ
エ

デ
の
葉
な
ど
で
飾
ら
れ
た
「
パ

ン
プ
キ
ン
ア
ー
チ
」
が
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
橋
を
の
ぞ
む
シ
ー
ポ

ー
ト
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
、
ピ
ア

17
の
北
側
に
あ
る
ハ
イ
ネ
ケ

ン
・
リ
バ
ー
デ
ッ
キ
（
サ
ウ
ス

ス
ト
リ
ー
ト
89
番
地
）
に
今
年

も
登
場
し
た
。

　

フ
ル
ト
ン
通
り
か
ら
ピ
ア
17

方
向
に
歩
く
と
す
ぐ
の
場
所

で
、
み
の
り
の
秋
と
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
を
盛
り
上
げ
る
季
節
の
フ

レ
ー
ム
の
な
か
で
記
念
撮
影
で

き
る
。
特
に
夜
は
幻
想
的
に
輝

き
、
地
元
住
民
や
観
光
客
た
ち

の
人
気
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
11
月
７
日
ま
で
。

パンプキンの
アーチが登場

ＮＹ近郊の
かぼちゃ狩り
スポット紹介

郊外の農場には、大きなかぼちゃがゴロゴロ（写真・東海砂智子）

https://hinomaru-limo.com/
https://aantcinc.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://japanvillage.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://kkobo.com/
http://www.queensfarm.org
http://www.whitepostfarms.com
http://www.silvermansfarm.com
https://lawrencefarmsorchards.org/
http://www.alstedefarms.com
https://www.edgenyc.com/en
https://www.edgenyc.com/en
https://www.edgenyc.com/en
https://www.edgenyc.com/en
https://www.edgenyc.com/en
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ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域
社会や世界への貢献のためさまざまな活動し
ています。

■ 第15回 風の環コンサートでのボランティア募集
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは下
記のコンサートでトルコ大震災の復興支援
活動を行うにあたり、募金活動や閉会後の
レセプションを手伝ってくれるボランティ
ア・スタッフを募集中。
合唱や募金活動に興味のある人は下記まで
問い合わせ。

第15回 風の環コンサート
～トルコ巨大地震復興支援チャリティ
コンサート～
2023年11月5日（日）午後4時30分開演
Merkin Hall at Kaufman Music Center
129 West 67th Street, New York NY 10023
出演：Turkish & International Music 
Ensemble、風の環少年少女合唱団、風の
環室内アンサンブル、宮城完爾、ジャパン
コーラルハーモニー「とも」
主催：9.11 Circle Wind Memorial Concert

【問い合わせ先】
Eメール：nobuomiki@nyjalc.org 担当：三木

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
に

お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス

チ
ナ
武
装
勢
力
間
の
衝
突
に
伴

う
抗
議
活
動
の
発
生
に
つ
い
て

在
留
邦
人
に
対
し
て
注
意
を
喚

起
す
る
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

る
。
内
容
は
次
の
通
り
。

（
１
）
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
武
装
勢
力
の
衝
突
に
伴

い
、
今
月
8
日
以
降
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
、

国
連
本
部
付
近
、
イ
ス
ラ
エ
ル

総
領
事
館
前
（
2
番
街
の
42
丁

目
と
43
丁
目
の
間
）
な
ど
で
は

大
規
模
な
抗
議
活
動
が
実
施
さ

れ
逮
捕
者
が
出
て
い
る
。

（
2
）
今
後
も
双
方
の
支
持
グ

ル
ー
プ
が
参
加
し
て
同
様
の
抗

議
活
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
参
加
者
が
多
い
集

会
や
デ
モ
会
場
付
近
で
は
、
抗

議
活
動
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
警

察
と
衝
突
し
た
り
、
ま
た
そ
れ

を
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
者
を

巻
き
込
ん
だ
暴
動
に
発
展
し
た

り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
3
）
在
留
邦
人
の
皆
様
は
、

今
後
も
こ
う
い
っ
た
抗
議
活
動

に
は
常
に
留
意
し
、
自
身
の
生

活
圏
に
お
い
て
現
在
何
が
起
き

て
い
る
の
か
を
報
道
な
ど
で
最

新
の
情
報
入
手
に
努
め
、
デ
モ

や
集
会
が
行
わ
れ
る
可
能
性
の

あ
る
場
所
や
周
辺
（
１
に
言
及

し
た
施
設
周
辺
に
加
え
、
モ
ス

ク
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
等
の
宗
教
施

設
を
含
む
）
に
は
、
目
的
な
く

不
用
意
に
近
付
か
な
い
な
ど
、

不
測
の
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
す
る
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
総
領
事
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
に
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（https://

www.ny.us.em
b-japan.

go.jp/jp/j5/ny-anzen-
manual_2023.pdf

）
を
参
考

に
す
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

デ
モ
に
注
意
喚
起

市
長
「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
共
に
」

パレスチナ系
市民が抗議

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
2
日
夜
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
た
め
の
追
悼
集
会
で
親
パ
レ

ス
チ
ナ
支
持
者
を
非
難
し
、
週

末
の
テ
ロ
攻
撃
を
正
当
化
で
き

な
い
と
訴
え
た
。

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
ゴ
ル
ダ
・

メ
ア
広
場
で
議
員
た
ち
と
と
も

に
、
ダ
ビ
デ
の
星
を
か
た
ど
っ

た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
た
。「
罪

の
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
か
ら

引
っ
張
り
出
し
、
殺
害
し
、
通

り
を
引
き
ず
り
回
し
、
遺
体
に

足
を
か
け
た
。
我
々
が
目
撃
し

た
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
誰
も
こ
れ
を
祝
う

べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
こ
数
日
、
中
東
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
悲
惨
な
映
像
や
画
像

を
め
ぐ
り
、
抗
議
行
動
が
衝
突

し
て
い
る
。ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
９
・
11
と
し
て

知
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
を
祝
う

人
々
を
非
難
し
「
私
は
、
人
々

が
鉤
十
字
を
掲
げ
て
い
る
抗
議

行
動
を
見
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
が
自
由
と
生
存

権
の
た
め
に
戦
お
う
と
し
た
と

き
に
も
、
同
じ
鉤
十
字
の
シ
ン

ボ
ル
が
使
わ
れ
た
。
こ
れ
は
あ

ら
ゆ
る
境
界
線
、
一
線
を
越
え

て
い
る
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
周
囲
を
取
り
囲
む
数

百
人
の
参
加
者
に
対
し
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
と

も
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

人
々
に
は
自
ら
を
守
る
権
利
が

あ
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
こ
の
集
会
に
は
、
ジ
ュ
マ

ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
行
政
長

官
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
レ
イ
ノ
ソ
・

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
長
、
他
の
選

出
議
員
や
ラ
ビ
た
ち
が
多
数
参

加
し
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
ハ
マ

ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
大
規
模

攻
撃
を
開
始
し
た
７
日
に
、
す

ぐ
さ
ま
33
の
学
生
団
体
が
連
名

で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
に
関
す

る
ハ
ー
バ
ー
ド
・
パ
レ
ス
チ
ナ

連
帯
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
声

明
」
と
題
し
た
声
明
文
を
発
表

し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
パ
レ

ス
チ
ナ
連
帯
委
員
会
が
執
筆
し

た
も
の
で
「
進
行
中
の
暴
力
は

す
べ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
政
権
に
責

任
が
あ
る
」
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を

非
難
し
た
。（
１
面
に
記
事
）

　

声
明
は
全
米
の
注
目
を
集

め
、
共
和
党
の
テ
ッ
ド
・
ク
ル

ー
ズ
上
院
議
員
（
テ
キ
サ
ス
州

選
出
）
は
９
日
、「
ハ
ー
バ
ー

ド
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
し
ま

っ
た
ん
だ
」
と
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
で
反
発
し
た
。
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
大
手
パ
ー
シ
ン
グ
・

ス
ク
エ
ア
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ビ
ル
・
ア
ッ
ク

マ
ン
氏
な
ど
数
人
の
実
業
家
が

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
対
し
て
署

名
し
た
学
生
の
氏
名
公
表
を
要

求
し
、
そ
の
学
生
は
採
用
し
な

い
と
Ｘ
で
公
言
。
サ
ラ
ダ
チ
ェ

ー
ン
を
運
営
す
る
ス
ウ
ィ
ー
ト

グ
リ
ー
ン
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ネ

ー
マ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
企
業
イ
ー
ジ
ー
ヘ
ル

ス
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
デ
ュ
エ
ル

Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
も
続
い
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
ク
ロ
ー
デ

ィ
ン
・
ゲ
イ
学
長
は
10
日
、「
テ

ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
残
虐
行
為
」

と
ハ
マ
ス
を
強
く
非
難
す
る
声

明
を
発
表
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
学
生
会
の
う
ち
17
団
体
は

５
０
０
人
余
り
の
教
職
員
と
共

に
共
同
声
明
を
通
じ
て
「
イ
ス

ラ
エ
ル
批
判
声
名
は
完
全
な
間

違
い
」
と
指
摘
し
た
。

　

保
守
系
の
団
体
は
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
11
日
、
声
明

に
署
名
し
た
学
生
の
氏
名
と
写

真
を
さ
ら
す
宣
伝
ト
ラ
ッ
ク
を

走
ら
せ
、
ネ
ッ
ト
に
も
掲
載
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ポ
ス
ト

は
、
こ
の
日
ま
で
に
４
団
体
が

支
持
の
立
場
を
撤
回
し
た
と
報

じ
た
。
金
融
業
界
や
弁
護
士
業

界
に
は
ユ
ダ
ヤ
系
が
多
く
、
パ

レ
ス
チ
ナ
支
持
者
は
就
職
に
不

利
と
の
見
方
が
あ
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
支
持
者

就
職
に
不
利
の
見
方

抗議行進するパレスチナ系住民（13日午後５時半、42丁目で、三浦良一撮影）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyjalc.org
http://www.nyseikatsu.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/j5/ny-anzen-manual_2023.pdf
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Ｎ
Ｙ
出
身
の
詩
人
で
、

２
０
２
０
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
し
た
ル
イ
ー
ズ
・
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
グ
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん

が
13
日
、
80
歳
で
死
去
し
た
。 

　

１
９
４
３
年
に
Ｎ
Ｙ
市
で
生

ま
れ
た
グ
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん
は
、

両
親
に
教
え
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ャ

神
話
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど

の
古
典
に
影
響
を
受
け
、
幼
少

期
か
ら
詩
を
書
き
始
め
た
。
高

校
時
代
に
摂
食
障
害
を
患
い
、

治
療
の
た
め
大
学
に
は
進
学
せ

ず
、
代
わ
り
に
サ
ラ
・
ロ
ー
レ

ン
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
と
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
詩
の
授
業
を
受
講
し

た
。
そ
の
当
時
か
ら
グ
リ
ュ
ッ

ク
さ
ん
の
作
品
は
、
マ
ド
モ
ア

ゼ
ル
や
ポ
エ
ト
リ
ー
、
ザ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
含
む
多
数
の

媒
体
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

　

グ
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん
は
、
自
身

の
経
験
を
通
し
た
ト
ラ
ウ
マ
や

欲
望
、
悲
し
み
、
孤
独
の
情
緒

を
神
話
や
自
然
描
写
、
瞑
想
で

フ
ラ
ン
ク
に
表
現
し
た
作
品
で

知
ら
れ
る
。
作
品
の
対
象
は
、

古
典
の
叙
事
詩
「
オ
デ
ュ
ッ
セ

イ
ア
」
に
登
場
す
る
ペ
ネ
ロ
ペ

ー
や
、
現
代
で
は
Ｎ
Ｆ
Ｌ
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
の
本
拠
地
で
あ
る
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
メ
ド
ウ
ラ

ン
ズ
と
幅
広
い
。
１
９
９
３
年

に
は
、
庭
師
と
植
物
や
神
と
の

会
話
を
描
い
た
『
野
生
の
ア
イ

リ
ス
』
で
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー

詩
部
門
賞
を
受
賞
し
た
。
米
国

人
詩
人
と
し
て
は
48
年
の
Ｔ
・

Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
氏
以
降
初
め

て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
審

査
委
員
は
グ
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん
の

作
品
を
当
時
「
厳
粛
な
美
し
さ

の
あ
る
端
的
な
詩
趣
は
、
個
人

の
存
在
を
普
遍
的
な
も
の
に
導

く
」
と
評
価
し
た
。 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
の
詩
人

Ｌ
・
グ
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん
80
歳
で
死
去

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
全
米

１
０
０
都
市
の
中
で
最
も
交
通

の
便
が
悪
く
、
イ
ン
フ
ラ
も
整

っ
て
い
な
い
、
運
転
し
に
く
い

都
市
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
た
。

　

W
alletHub

は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
利
便
性
、
平
均
ガ
ソ
リ
ン

価
格
、
渋
滞
時
間
な
ど
30
の
主

要
な
指
標
で
1
０
０
都
市
を
比

較
し
、
ド
ラ
イ
ブ
に
最
適
な
都

市
と
最
悪
の
都
市
を
調
査
し

た
。

　

こ
の
分
析
に
基
づ
き

W
alletHub

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
が
運
転
し
や
す
い
都
市
と
し

て
ワ
ー
ス
ト
8
位
（
1
０
０

都
市
中
93
位
）
で
あ
る
と
し

た
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
順
位
は
、

個
々
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
の
順
位

に
よ
る
も
の
で
、
所
有
権
と
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
コ
ス
ト
は
83

位
、
交
通
と
イ
ン
フ
ラ
は
最
下

位
、
安
全
性
は
16
位
、
自
動
車

へ
の
ア
ク
セ
ス
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
で
は
67
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
要
な
指
標
に
関
し
て
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
あ
ま
り
芳

し
く
な
い
。
自
動
車
通
勤
者
1

人
当
た
り
の
年
間
渋
滞
滞
在
時

間
が
最
も
長
い
都
市
、
人
口
1

人
当
た
り
の
自
動
車
修
理
工
場

数
が
最
も
少
な
い
都
市
で
あ

る
。
ま
た
、
駐
車
料
金
も
分
析

対
象
都
市
の
中
で
最
も
高
い
。

車
の
運
転
の
し
に
く
さ

Ｎ
Ｙ
全
米
ワ
ー
ス
ト
８
位

　

保
護
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
動
物
と

里
親
の
仲
介
を
行
う
非
営
利
団

体
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ペ
ッ
ト
は

今
月
限
定
で
、
Ｎ
Ｙ
市
内
ブ
ッ

ル
ク
リ
ン
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ス
タ
テ
ン
島
の
動
物
保
護
施
設

ア
ニ
マ
ル
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー

ズ
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
で
、
無
料
で
保

護
犬
の
譲
渡
を
行
っ
て
い
る
。 

　

同
施
設
で
は
保
護
犬
が
急
増

し
管
理
ス
ペ
ー
ス
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
た
め
、
譲
渡
料
を

免
除
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
た
。
同
施
設
で
は
通
常
、
保

護
犬
の
場
合
、
犬
の
年
齢
に
よ

っ
て
最
高
２
５
０
ド
ル
の
譲
渡

料
が
発
生
す
る
。 

　

ま
た
同
団
体
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
の
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
意
識

を
促
す
た
め
、
10
月
21
日
正
午

〜
午
後
５
時
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
支
部
（
東
１
１
０
丁

目
３
２
６
番
地
）
と
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
支
部
（
リ
ン
デ
ン
・
ブ
ー

ル
バ
ー
ド
２
３
３
６
番
地
）で
、

保
護
犬
と
触
れ
合
え
る
無
料
の

対
面
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
。
最
寄

り
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
保
護
施
設
や
ペ
ッ

ト
譲
渡
な
ど
に
関
す
る
詳
細
は

nycacc.org

を
参
照
す
る 

。

ペット譲渡料を免除 
今月中限定で実施
NY市内の保護施設で

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

12
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
は
、
日
本
の
文
部
科

学
省
が
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合
（
旧
統
一
教
会
）
の
解
散
命

令
を
請
求
す
る
方
針
を
正
式
決

定
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。

　

岸
田
首
相
が
12
日
、
安
倍
元

首
相
暗
殺
を
受
け
て
統
一
教
会

と
日
本
の
保
守
政
治
家
と
の
広

範
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て

か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
こ

と
を
受
け
、「
政
府
が
統
一
教

会
日
本
支
部
の
解
散
を
目
指

す
」
と
述
べ
た
と
報
じ
た
。
ま

た
、
安
倍
氏
の
死
後
、
保
守
派

自
民
党
の
議
員
ら
は
「
教
会
と

の
関
係
を
断
ち
切
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
た
。

　

森
山
正
人
文
部
科
学
大
臣
は

「
信
者
の
多
く
が
経
済
的
、
精

神
的
被
害
を
受
け
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、「
東
京
地
方
裁
判

所
に
日
本
の
教
会
の
廃
止
を
求

め
る
申
し
立
て
を
行
う
」
と
述

べ
た
と
し
た
。

　

一
方
の
教
会
側
が
「
日
本
政

府
が
、
当
団
体
の
壊
滅
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
左
派
弁
護

士
団
体
か
ら
の
不
均
衡
な
情
報

に
基
づ
い
て
こ
の
よ
う
な
重
要

な
決
定
を
下
し
た
こ
と
は
極
め

て
遺
憾
で
あ
る
」
と
の
声
明
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
出
し
、
政
府

の
解
散
に
向
け
た
努
力
に
抗
議

す
る
８
万
人
以
上
が
署
名
し
た

請
願
書
を
文
化
庁
に
提
出
し
た

こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。

　

記
事
で
は
、
安
倍
元
首
相
の

暗
殺
に
よ
り
、
統
一
教
会
の
政

治
活
動
に
光
が
当
た
り
、
自
民

党
の
内
部
調
査
に
よ
り
、
議
員

１
８
０
人
が
統
一
教
会
と
何
ら

か
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
。
そ
し
て
「
銃
撃

犯
の
山
上
徹
也
被
告
と
そ
の
家

族
の
窮
状
に
同
情
し
始
め
た
日

本
国
民
の
一
部
が
こ
の
つ
な
が

り
に
憤
慨
し
、山
上
氏
の
中
に
、

教
会
の
寄
付
要
請
に
よ
っ
て
食

い
物
に
さ
れ
た
他
の
弱
い
立
場

に
あ
る
人
々
の
象
徴
を
見
て
取

っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

日
本
の
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で

に
も
ま
れ
で
は
あ
る
が
教
会
や

カ
ル
ト
教
団
の
解
散
を
命
じ
た

こ
と
が
あ
り
、
オ
ウ
ム
真
理
教

を
そ
の
例
に
上
げ
た
。
東
京
地

方
裁
判
所
が
統
一
教
会
に
日
本

支
部
の
解
散
を
命
じ
れ
ば
、
統

一
教
会
は
、
固
定
資
産
税
の
免

除
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
資

産
を
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。

　

同
記
事
は
東
京
地
裁
の
命
令

に
よ
っ
て
「
教
会
は
最
高
裁
判

所
に
上
訴
す
る
か
、
活
動
を
地

下
に
潜
め
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

旧
統
一
教
会
の
解
散
請
求

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
も
報
道

　

米
国
務
省
は
、
毎
年
最
大

５
万
５
０
０
０
人
に
米
国
永
住

権
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）
の
申

請
資
格
を
与
え
る
宝
く
じ
永
住

権
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お

り
、
今
年
も
「
Ｄ
Ｖ
２
０
２
５

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
今
月
４
日
か

ら
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い

る
。
応
募
受
付
の
締
め
切
り
は

11
月
7
日
（
火
）
正
午
（
東
部

標
準
時
）。 

登
録
期
間
中
に
複

数
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
提
出
し
た

場
合
無
効
と
な
る
。
一
人
応
募

は
一
通
限
定
。
Ｄ
Ｖ
２
０
２
５

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
書
の
英
語
版

Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
唯
一
の
公
式
版
。
Ｄ

Ｖ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
登
録
に
費

用
は
か
か
ら
な
い
が
、
面
接
が

予
定
さ
れ
て
い
る
選
考
対
象
者

は
、
領
事
が
ビ
ザ
の
資
格
が
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
正
式

な
ビ
ザ
申
請
の
前
に
、
ビ
ザ
申

請
料
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
選

抜
さ
れ
た
申
請
者
（
選
抜
者
）

は
、
Ｄ
Ｖ
の
資
格
を
得
る
た
め

に
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
無
作
為
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
抽
選
に
よ
っ
て
選

抜
者
を
決
定
す
る
。
過
去
5
年

間
に
5
万
人
以
上
の
移
住
者
が

い
る
国
と
地
域
の
出
身
者
は
申

請
資
格
が
な
い
。
国
籍
で
は
な

く
出
生
地
で
資
格
が
決
ま
る
。

日
本
生
ま
れ
の
人
は
申
請
資
格

が
あ
る
が
、
日
本
国
籍
を
有
し

て
い
て
も
非
資
格
国
で
生
ま
れ

た
場
合
資
格
が
な
い
。
詳
細
は　

https://travel.state.gov/

永
住
権
申
請
資
格
抽
選

Ｄ
Ｖ
２
０
２
５
プ
ロ
グ
ラ
ム

https://america-keitai.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://travel.state.gov/
https://travel.state.gov/
https://travel.state.gov/
https://travel.state.gov/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
と
邦
人
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
）
が
共
催
す
る
第
17
回
秋

の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
（
後
援
：
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
）

で
、
日
本
で
人
気
の
有
名
講
師

陣
がYouTube

で
講
演
配
信

す
る
恒
例
の
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
大

学
・
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー

ズ
」
第
７
弾
が
９
月
21
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
陣
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン

ド
社
（
本
社
大
阪
市
、
河
本
扶

美
子
社
長
）
が
運
営
す
る
マ
イ

ベ
ス
ト
プ
ロ
登
録
の
専
門
家
３

人
。
企
画
は
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
。

　

第
２
時
限
の
講
義
は
、
介
護

の
い
ら
な
い
体
づ
く
り
・
健
康

へ
導
く
介
護
福
祉
士
で
音
楽
健

康
指
導
の
プ
ロ
、
馬
場
田
晃
一

（
ば
ば
た
・
こ
う
い
ち
）さ
ん（
山

形
県
新
庄
市
）
が
楽
し
く
長
続

き
す
る
独
自
の
介
護
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
解
説
し
た
。

　

馬
場
田
さ
ん
は
、
故
郷
で
介

護
福
祉
施
設
ケ
ア
ホ
ー
ム
「
カ

ナ
ン
」
を
営
む
傍
ら
、
Ｄ
Ｊ
の

経
験
を
活
か
し
音
楽
を
取
り
入

れ
た
「
次
世
代
型
介
護
予
防
体

操
」
を
広
め
て
い
る
。
今
回
は

そ
の
中
か
ら
、
手
足
を
使
っ
た

簡
単
な
運
動
を
動
画
で
紹
介
し

た
。
次
世
代
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
と
題
し
て
、
ラ
ッ
プ
の
音

楽
に
乗
せ
て
、
若
者
で
も
参
加

で
き
る
よ
う
な
軽
快
な
リ
ズ
ム

で
「
パ
ニ
ッ
ク
リ
ズ
ム
」
の
練

習
。
て
の
ひ
ら
で
グ
ー
チ
ョ
キ

パ
ー
の
順
を
ラ
ン
ダ
ム
（
順
不

同
）
に
入
れ
替
え
な
が
ら
反
射

神
経
を
刺
激
し
、
顔
の
目
、
口
、

鼻
を
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
こ
れ
も
ラ
ン
ダ
ム
に
触
れ
て

い
く
。
そ
し
て
認
知
症
の
予
防

に
な
る
早
口
言
葉
。「
隣
の
客

は
よ
く
柿
食
う
客
だ
」「
ス
モ

モ
も
桃
も
桃
の
う
ち
」
や
、
有

名
な
「
東
京
特
許
許
可
局
」「
庭

に
は
二
羽
鶏
が
い
る
」
な
ど
懐

か
し
い
遊
び
を
交
え
た
運
動
や

「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
と
い
う
レ

ゲ
エ
に
乗
せ
た
口
腔
の
運
動
な

ど
日
本
語
の
早
口
こ
と
ば
以
外

は
、
国
境
を
超
え
た
老
化
防
止

の
運
動
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
海
外

で
も
活
用
の
道
が
あ
り
そ
う
。

２
０
１
８
年
「
介
護
予
防
体
操　

花
笠
音
頭
」
で
優
秀
賞
受
賞
、

19
年
「
認
知
症
予
防
体
操
最

上
川
舟
唄
×HIPHOP MIX
」

で
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い

る
。
動
画
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org 

ま

で
。

介護のいらない体づくり
健康へ導く音楽健康指導

馬場田晃一さん

　

米
国
人
が
思
う
「
世
界
最
高

の
国
」
１
位
は
英
国
で
あ
る
こ

と
が
、
Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー

ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
が
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
調
査
結
果
で
わ
か

っ
た
。 

　

同
誌
は
、
世
界
最
大
の
広
告

代
理
店
グ
ル
ー
プ
Ｗ
Ｐ
Ｐ
と
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
ウ
ォ
ー

ト
ン
校
が
開
発
し
た
評
価
格

付
け
の
た
め
の
分
析
ツ
ー
ル

を
利
用
し
、
今
年
３
月
17
日

〜
６
月
12
日
、
36
か
国
に
住

む
１
万
７
０
０
０
人
を
対
象

に
「
最
高
だ
と
思
う
国
」
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。
質
問
内
容
は
生
活
の
質
や

遺
産
、
文
化
的
影
響
、
事
業
の

可
能
性
を
含
む
10
テ
ー
マ
に
分

か
れ
、
87
か
国
に
対
す
る
印
象

を
尋
ね
た
。 

　

米
国
人
回
答
者
が
思
う
「
世

界
最
高
の
国
」
を
分
析
し
た
結

果
、
１
位
の
英
国
に
続
き
２
位

は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
母
国

ア
メ
リ
カ
は
３
位
だ
っ
た
。
同

誌
は
、
元
入
植
者
に
対
す
る
米

国
人
の
感
心
は
、
ほ
か
の
ど
の

国
よ
り
も
高
い
、
と
解
説
し
て

い
る
。
ま
た
自
国
に
対
し
て
は

「
文
化
的
に
重
要
な
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
」「
動
物
権
利
の

パ
イ
オ
ニ
ア
」「
法
体
制
の
発

達
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ

ー
」
な
ど
を
称
賛
し
て
い
る
。

以
下
上
位
10
位
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ

ダ
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ

ス
、
ド
イ
ツ
と
な
っ
て
い
る
。 

　

36
か
国
の
全
回
答
者
の
総
合

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
１
位
ス
イ

ス
、
２
位
カ
ナ
ダ
、
３
位
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
４
位
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
５
位
米
国
、
６
位
日
本
、

７
位
ド
イ
ツ
、
８
位
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
９
位
英
国
、
10
位

オ
ラ
ン
ダ
だ
っ
た
。
上
位
以
外

で
著
し
く
評
価
が
上
が
っ
た
の

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、

ロ
シ
ア
は
評
価
が
下
が
っ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
同
ラ
ン
キ
ン
グ

の
詳
細
はusnews.com

を
参

照
す
る
。 

米
国
人
が
思
う

最
高
の
国
は
英
国

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト

　

米
国
内
で
市
民
が
最
も
健
康

的
に
暮
ら
し
て
い
る
州
は
コ
ロ

ラ
ド
州
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
ほ

ど
、
米
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

の
デ
ー
タ
を
基

に
し
た
調
査
で

わ
か
っ
た
。 

　

同
調
査
を
行

っ
た
カ
ナ
ダ
の

歯
科
医
院
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
・
デ

ン
タ
ル
・
セ
ン
タ
ー
は
、
米
各

州
の
大
気
質
、
肥
満
率
、
活
動

量
、
健
康
状
態
、
睡
眠
状
態
、

喫
煙
飲
酒
率
、
摂
食
量
、
口
腔

衛
生
状
態
な
ど
を
比
較
し
た
。

１
位
の
コ
ロ
ラ
ド
州
は
大
気
汚

染
、
罹
患
率
、
肥
満
率
が
最
も

低
か
っ
た
。
一
方
健
康
度
が
最

も
低
い
と
評
価
さ
れ
た
の
は
ウ

エ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
だ
っ

た
。Ｎ
Ｙ
州
は
市
民
の
肥
満
率
、

活
動
量
、
喫
煙
率
、
慢
性
疾
患

で
評
価
が
低
く
、23
位
だ
っ
た
。

ま
た
65
歳
以
上
の
米
国
人
の
３

分
の
２
は
「
若
い
時
か
ら
健
康

に
対
し
て
も
っ
と
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
れ
ば
よ

か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
る
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
以
下
同

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

位
、
下
位
５
位
は

次
の
通
り
。
上
位

ハ
ワ
イ
、
バ
ー
モ

ン
ト
、ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、

ユ
タ
州
。下
位
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
、
ア
ラ
バ
マ
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
ー
州
。

最
も
健
康
な
州

コ
ロ
ラ
ド
州
１
位

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
南
郊
サ
ン
ペ
ド
ロ
で

今
月
９
日
、
外
傷
性
脳
損
傷
の

身
元
不
明
男
性
が
発
見
さ
れ

た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
の
公
衆

衛
生
当
局
が
、
サ
ン
ペ
ド
ロ
で

重
傷
を
負
っ
た
患
者
の
身
元
確

認
に
一
般
市
民
の
協
力
を
求
め

て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
保

健
サ
ー
ビ
ス
局
に
よ
る
と
、
こ

の
患
者
は
20
代
半
ば
の
ア
ジ
ア

系
男
性
で
、
外
傷
性
脳
損
傷
を

負
っ
た
後
、同
市
ワ
イ
ル
ダ
ー
・

ア
デ
ィ
シ
ョ
ン
公
園
近
く
の
住

宅
地
、
サ
ウ
ス
メ
イ
ヤ
ー
通
り

３
７
０
０
番
地
で
倒
れ
て
い
る

の
を
発
見
さ
れ
た
。
負
傷
の
原

因
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
男

性
は
黒
い
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
、
日

本
の
通
貨
が
入
っ
た
財
布
、
旅

行
サ
イ
ズ
の
衛
生
用
品
数
点
を

持
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
タ
ト
ゥ
ー
や
目
立
つ
傷
は

な
い
。
当
局
に
よ
る
と
、
男
は

身
長
1
メ
ー
ト
ル
75
セ
ン
チ
、

体
重
約
70
キ
ロ
。
11
日
以
降
18

日
現
在
も
、
ハ
ー
バ
ー
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
入

院
し
て
い
る
が
、
鎮
静
剤
を
投

与
さ
れ
た
ま
ま
意
識
不
明
の
状

態
が
続
い
て
い
る
。

　

同
病
院
で
は
身
元
確
認
に
役

立
つ
情
報
を
持
っ
て
い
る
人
か

ら
の
情
報
提
供
を
求
め
メ
デ
ィ

ア
ア
ラ
ー
ト
と
し
て
本
人
の
写

日
本
人
男
性
か
？
重
体
で
発
見

財
布
に
日
本
円
。
ロ
ス
南
郊
で

真
と
併
せ
て
情
報
を
公
開
。
地

元
で
ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
日
本
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

日
本
総
領
事
館
に
「
旅
行
に
行

っ
た
ま
ま
連
絡
が
取
れ
な
く
な

っ
た
息
子
か
も
し
れ
な
い
」
と

心
配
す
る
問
い
合
わ
せ
が
数
件

あ
っ
た
と
い
う
。
総
領
事
館
の

館
員
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ラ
ー
ト
翌

日
に
病
院
に
行
っ
た
が
、
男
性

が
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
確
証

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
在

留
邦
人
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日

系
社
会
に
対
し
て
の
公
表
や
情

報
の
提
供
を
求
め
る
メ
ー
ル
な

ど
は
発
出
し
て
い
な
い
と
い

う
。
心
当
た
り
の
人
は
電
話

４
２
４
・
３
０
６
・
５
３
０
５
、

ハ
ー
バ
ー
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
し
か
し
病

院
で
は
「
邦
人
安
否
の
確
認
は

日
本
総
領
事
館
に
し
て
欲
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

 

外
務
省
が
ア
ン
ケ
ー
ト

　

 

在
留
邦
人
の
状
況
把
握

　

外
務
省
は
、
海
外
在
留
邦
人

の
今
後
の
領
事
業
務
の
質
の
向

上
・
改
善
に
向
け
た
参
考
と
す

る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
。
実
施
期
間
は
10
月

18
日
（
水
）
か
ら
11
月
８
日

（
水
）
ま
で
。
回
答
は
こ
ち
ら

か
らhttps://www14.cyber.

nrc.co.jp/gtw/

お
知
り
合
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://www14.cyber.nrc.co.jp/gtw/
usnews.com
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企
業
文
化
の
醸
成
（
そ
の
１
）

クイックUSA

　

９
月
22
日
に
ク
イ
ッ
ク 

Ｕ

Ｓ
Ａ
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
登
壇

し
、
企
業
文
化
の
醸
成
に
つ
い

て
話
す
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
以
下
に
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
は
「
企
業
文
化
の
醸

成 ‒ 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」で
し
た
。

　

２
０
２
２
年
のGlassdoor

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
の

79
％
が
「
企
業
文
化
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。COVID-19

の
影
響
で

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ワ
ー
ク
が
主
流
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
「
働
き
方
」
の
柔

軟
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
変
化
の
中
で
、

多
く
の
従
業
員
が
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
再
評
価
し
、
自
身
の
価

値
観
に
合
っ
た
企
業
で
の
就
業

を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
変
化
を
「
働

く
こ
と
」
に
対
す
る
意
識
の
変

化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

意
識
の
変
化
か
ら
、「
企
業
文

化
の
重
要
性
」
に
更
な
る
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
企
業
文
化
を
形
成
・
醸

成
す
る
際
、
従
業
員
と
の
ビ
ジ

ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ

ー
の
共
有
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
れ
ら
と
企
業
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
行
動
の
整
合
性
も
非

常
に
重
要
で
す
。

　

今
年
の
６
月
、Lululemon

社
の
一
件
が
大
き
く
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
小
売
業
者
が

採
用
し
て
い
る
「
安
全
」
に
関

す
る
ポ
リ
シ
ー
は
、
店
舗
で

の
強
盗
や
窃
盗
に
遭
遇
し
た

際
、
従
業
員
や
顧
客
の
安
全
を

最
優
先
し
、
犯
人
へ
の
直
接
介

入
を
避
け
る
と
い
う
も
の
で

す
。Lululemon

社
も
こ
の
ポ

リ
シ
ー
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
６
月
に
発
生
し

た
窃
盗
事
件
で
、
従
業
員
が
ポ

リ
シ
ー
に
反
し
て
犯
人
に
介
入

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
与

し
た
従
業
員
２
名
が
解
雇
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
件
を
外
か
ら
見
れ
ば
、
従
業

員
の
行
動
は
企
業
の
商
品
を
守

る
た
め
の
勇
気
あ
る
も
の
と
も

受
け
取
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Lululemon

社
の
対
応
は
多
く

の
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、Lululemon
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
後
に
「
我
々
の
ポ
リ
シ
ー
は

従
業
員
と
顧
客
の
安
全
を
守
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
解

雇
は
そ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く

も
の
で
正
当
で
あ
る
」
と
の
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
社
が

定
め
る
ポ
リ
シ
ー
や
価
値
観

に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と

は
、
そ
の
会
社
の
企
業
文
化
を

強
化
す
る
上
で
極
め
て
重
要

で
す
。
こ
の
一
連
の
対
応
は
、

Lululemon

社
が
そ
の
文
化
や

価
値
観
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
る
証
と
も
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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■
『
9
月
の
米
消
費
者
物
価
指

数
、
前
年
同
月
比
3
・
7
％
上

昇
と
伸
び
横
ば
い
、
コ
ア
指
数

は
引
き
続
き
伸
び
減
速
』（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国
労

働
省
が
10
月
12
日
発
表
し
た

２
０
２
３
年
9
月
の
消
費
者
物

価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
前
年
同

月
比
3
・
7
％
上
昇
と
、
前
月

の
3
・
7
％
上
昇
か
ら
横
ば
い

で
推
移
し
た
。
変
動
の
大
き
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
品
を
除
い

た
コ
ア
指
数
は
同
4
・
1
％
上

昇
で
、
前
月
の
4
・
3
％
上
昇

か
ら
伸
び
が
引
き
続
き
低
下
。

■『
全
米
自
動
車
労
働
組
合（
Ｕ

Ａ
Ｗ
）、
フ
ォ
ー
ド
最
大
規
模

の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
工
場
で
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
』（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
）
＝
全
米
自
動
車
労
働

組
合
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）
は
10
月
11
日
、

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ル
イ
ビ
ル
に

あ
る
フ
ォ
ー
ド
の
ト
ラ
ッ
ク
工

場
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し

た
。
同
日
に
行
っ
た
フ
ォ
ー
ド

と
の
労
使
交
渉
に
進
展
が
な
か

っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
Ｕ

Ａ
Ｗ
に
よ
れ
ば
、
同
工
場
の
組

合
員
は
約
８
７
０
０
人
に
上

り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
て

い
る
拠
点
で
は
最
大
規
模
。

■
『
米
国
務
省
、
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
へ
の

渡
航
勧
告
レ
ベ
ル
を
3
に
引
き

上
げ
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）

＝
米
国
務
省
は
10
月
11
日
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
ガ
ザ
を
実

効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
原
理
主

義
組
織
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
大
規
模
な
攻
撃
を
受

け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
ヨ
ル

ダ
ン
川
西
岸
地
区
へ
の
渡
航
勧

告
レ
ベ
ル
を
「
レ
ベ
ル
3
：
渡

航
を
再
考
せ
よ
（Reconsider 

Travel

）」
と
し
た
。
■
『
米

Ｎ
Ｙ
市
長
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
声
明
を
発
表
、
市
内
の

治
安
維
持
を
強
化
』（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
）
＝
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
の
ガ
ザ
を
実
効
支
配
す
る

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織
ハ
マ

ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
大

規
模
な
攻
撃
を
受
け
、
米
国
の

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
は
攻
撃
の
あ
っ

た
10
月
7
日
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
10
月

13
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル　

rept@jetro.go.jp

Ｎ
Ｙ
市
長
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を

支
持
す
る
声
明
を
発
表

風
の
環
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
今
年
で
最
終
回

　

第
15
回
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト

が
11
月
5
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

マ
ー
キ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
。
い
ま
そ
の
準
備
に
追
わ
れ

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
中
断
を

挟
み
16
年
間
続
い
た
定
期
コ
ン

サ
ー
ト
の
一
区
切
り
の
最
終
回

と
な
る
。思
い
は
ひ
と
し
お
だ
。

　

き
っ
か
け
は
２
０
０
１
年
９

月
11
日
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ

だ
っ
た
。
母
校
東
北
大
学
の
先

輩
の
子
供
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

自
分
も
投
資
銀
行
勤
務
時
代
に

ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
の

84
階
に
い
た
こ
と
が
あ
る
。
人

ご
と
で
は
な
か
っ
た
。
仙
台

二
高
時
代
か
ら
合
唱
部
に
入

り
、
学
生
時
代
も
コ
ー
ラ
ス
を

続
け
た
が
、
社
会
人
に
な
っ
て

１
９
７
６
年
川
崎
重
工
の
駐
在

員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴

任
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
受
注
や
メ
キ

シ
コ
湾
で
使
用
す
る
石
油
掘
削

リ
グ
を
受
注
す
る
な
ど
が
む
し

ゃ
ら
に
働
い
て
い
た
。

　

文
化
的
な
こ
と
な
ど
す
る
余

裕
も
時
間
も
な
か
っ
た
が
、
84

年
に
退
社
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

製
造
販
売
会
社
を
立
ち
上
げ
て

独
立
、
会
社
が
軌
道
に
乗
っ
て

落
ち
着
い
た
時
に
９
・
11
と
遭

遇
し
た
。 

51
歳
だ
っ
た
。
社

会
の
た
め
に
何
か
し
た
い
。
仕

事
以
外
で
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
な
ん
な
の
か
自
問
し
た
。
歌

が
自
分
に
あ
っ
た
。
合
唱
す
る

仲
間
が
い
た
。

　

被
災
者
追
悼
が
目
的
で
始
ま

っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎
年
テ

ー
マ
を
変
え
な
が
ら
も
、
東
日

本
大
震
災
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
サ
ン

デ
ィ
ー
、
そ
し
て
熊
本
地
震
の

被
災
地
支
援
に
は
、
歌
手
の
水

前
寺
清
子
さ
ん
を
Ｎ
Ｙ
に
招
い

て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、

い
つ
も
、
被
災
者
に
寄
り
添
う

目
線
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ

た
。
今
年
は
２
月
に
ト
ル
コ
を

襲
っ
た
巨
大
地
震
の
犠
牲
者
追

悼
と
早
期
復
興
を
支
援
す
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
コ
ン
サ
ー

ト
の
あ
と
は
、
す
ぐ
故
郷
仙
台

に
戻
り
、
仙
台
フ
ィ
ル
50
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
す

る
。「
セ
ビ
リ
ア
の
侍
」
と
い

う
曲
が
あ
る
か
ら
だ
。
４
０
０

年
前
、
伊
達
政
宗
の
命
を
受
け

て
ス
ペ
イ
ン
に
渡
っ
た
支
倉
常

長
の
末
裔
た
ち
が
今
な
お
ハ
ポ

ン
さ
ん
と
い
う
名
前
で
生
き
て

い
る
。
２
０
１
２
年
ス
ペ
イ
ン

の
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
市
に

住
む
ハ
ポ
ン
さ
ん
た
ち
と
の
文

化
交
流
を
白
田
さ
ん
は
開
始
し

た
。
ハ
ポ
ン
さ
ん
た
ち
を
宮
城

や
Ｎ
Ｙ
へ
招
待
し
た
。
合
唱
団

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
や
風
の
環
少
年
少
女

合
唱
団
の
子
供
た
ち
、
石
巻
の

子
供
た
ち
の
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ

リ
ア
訪
問
ツ
ア
ー
を
毎
年
の
よ

う
に
開
催
し
現
在
は
ハ
ポ
ン
・

ハ
セ
ク
ラ
後
援
会
の
会
長
を
務

め
て
い
る
。
今
年
か
ら
は
、
大

阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
理

事
と
し
て
若
手
の
発
掘
と
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
る
。「
若
い

才
能
の
あ
る
人
を
応
援
し
た
く

な
る
ん
で
す
よ
」
顔
が
綻
ぶ
。

今
後
は
活
動
の
後
継
者
の
育
成

と
、
い
ま
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、
日
米
の
音
楽
演
奏
公
演

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　
　
　
　
　

◇

　

チ
ケ
ッ
ト
（
20
ド
ル
）
は 

会
場
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

kaufm
anm

usiccenter.
org 

ま

た

はKaufman 
M

usic Center 

電

話

２
１
２
・
５
０
１
・
３
３
３
で

販
売
中
。
詳
細
はwww.jch-

tomo.org

ま
た
はhttp://

kazenowa911.blog6.fc2.
com

プロフィール
1973年東北大学経済学部卒業。同年
川崎重工入社。船舶事業部。76年米
国川崎重工ＮＹ支店駐在。84年退社
し、投資顧問会社。91年マイタケプ
ロダクツ設立。2017年に会社を売
却。2008年風の環コンサート開始。
2010年混声合唱団 TOMOを組織し
音楽監督に就任。カーネギーホール
での日米合唱祭開催。2012年ハポン
さん文化交流開始。2016年水前寺清
子を招き熊本支援コンサート。21年
サン・ファン号保存世界ネットワー
ク組織。23年大阪国際音楽コンクー
ル理事。みやぎチルドレン・プロジェ
クト設立。映画ファンド最初の作品
「山女」が６月から日本全国で公開。

音楽監督

白田 正樹さん

http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
http://www.kaufmanmusiccenter.org
http://www.jch-tomo.org
http://www.jch-tomo.org
http://www.jch-tomo.org
http://kazenowa911.blog6.fc2.com
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http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

TEL&FAX 03-3226-3240

待
ち
に
待
っ
た
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用

是
正
の
還
付
金
！
（
そ
の
２
）

　

前
回
は
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
Ｗ
Ｅ

Ｐ
誤
適
用
に
よ
り
不
当
に
米
国

年
金
を
減
額
さ
れ
た
方
へ
送
付

さ
れ
て
い
る
レ
タ
ー
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

続
き
で
す
。 

（
４
）Form SSA-308 

記
入

方
法
と
注
意
事
項

　

Form SSA-308

の
記
入
方

法
と
注
意
事
項
に
つ
い
て
は
、

在
日
米
国
大
使
館
の
Ｈ
Ｐ
で
日

本
語
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
考
に

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。https://

jp.usem
bassy.gov/ja/

services-ja/social-security-
ja/wep-ja/

　

な
お
日
本
在
住
の
方
は
記
入

済
み
の
書
類
と
証
明
書
等
は
日

本
大
使
館
宛
て
で
は
な
く
、
米

国
に
直
接
送
付
す
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

（
５
）
根
拠
書
類

　

日
本
の
年
金
の
受
給
開
始
時

の
年
金
額
の
根
拠
書
類
は
、
米

国
在
住
者
で
あ
れ
ば
年
金
送
金

毎
に
郵
送
さ
れ
る「
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
送
金
通
知
書
」
の
コ

ピ
ー
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
減

額
計
算
の
根
拠
と
な
る
支
給
額

は
、
同
通
知
書
記
載
の
厚
生
年

金
（Employees’ Pension
）

の
支
給
額
（
２
か
月
分
）
の
半

分
（
１
か
月
分
）
で
す
。

　

日
本
在
住
者
で
あ
れ
ば
毎
年

６
月
に
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険　

年
金
額

改
定
通
知
書
」の
コ
ピ
ー
で
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
よ
る
減
額
計
算
の
根

拠
と
な
る
支
給
額
は
、
同
通
知

書
記
載
の
厚
生
年
金
支
給
年
額

の
12
分
の
１
（
１
か
月
分
）
で

す
。

（
６
）
Ｓ
Ｓ
Ａ
提
出
用
年
金
支

給
月
額
（
１
か
月
分
算
出
）
の

根
拠
書
類

　

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
送
金
通

知
書
記
載
さ
れ
た
支
給
額
が
１

か
月
分
と
誤
認
識
さ
れ
、
Ｗ
Ｅ

Ｐ
に
よ
る
減
額
が
過
大
に
な
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
在
日
米
国
大
使
館

を
通
じ
て
日
本
年
金
機
構
に
送

金
通
知
書
記
載
支
給
額
は
２
か

月
分
と
の
記
載
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
。
９
月
に
同
大
使

館
か
ら
日
本
年
金
機
構
Ｈ
Ｐ
に

以
下
の
注
記
を
記
載
し
た
旨
、

連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

*In principle, pensions are 
paid for two months in 
even-num

bered m
onths 

(February, April, June, 
August, October, and 
December).
  

日
本
の
年
金
支
払
い
方
法
が

年
６
回
偶
数
月
に
２
か
月
分
ま

と
め
て
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す

る
為
に
は
上
記
注
記
を
日
本
年

金
機
構
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

同
Ｈ
Ｐ
の
リ
ン
ク
並
び
に
注

記
の
記
載
場
所
は
以
下
の
通
り

で
す
。

https://www.nenkin.
go.jp/international/
japanese-system

/
em

ployeespension/
employee.html

「Benefi ts

」の
欄
の「Revision 

of the pension Amount

」

に
上
記
注
記
が
あ
り
ま
す
。
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日
本
で
は
、
爆
買
い

だ
け
で
な
く
、
食
と
共

に
文
化
や
歴
史
も
楽
し

ん
で
も
ら
う
「
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

も
地
方
創
生
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

元
々
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

始
ま
っ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

み
た
い
で
す
が
、
わ
た

し
は
、
こ
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
考
え
方
が
好
き
で

す
。
と
、
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
、
こ
の
「
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
で
盛
り
上
が
っ
て

い
る
熊
本
県
の
産
山（
う

ぶ
や
ま
）
村
に
行
っ
て

き
た
こ
と
を
書
き
ま
す
。

　

こ
の
産
山
村
、
人
口

１
４
０
０
人
に
対
し
て
、
牛
が

２
８
０
０
頭
。
と
に
か
く
、
不

便
で
コ
ン
ビ
ニ
も
信
号
機
も
無

い
村
で
す
。
赤
牛
、
水
、
棚
田
、

ハ
ー
ブ
、
温
泉
、
ジ
ビ
エ
料
理

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
と
に

か
く
、
人
が
熱
か
っ
た
。
日
本

全
国
を
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で

旅
し
た
結
果
、
こ
の
村
に
住
み

着
い
て
地
域
お
こ
し
を
頑
張
っ

て
い
る
夫
婦
も
い
れ
ば
、
子
供

の
山
村
留
学
が
き
っ
か
け
で
、

住
み
着
い
て
、
地
方
創
生
を
頑

張
っ
て
い
る
女
性
も
い
ま
し

た
。
無
農
薬
で
農
業
を
や
っ
て

い
る
青
年
も
い
れ
ば
、
ハ
ー
ブ

を
育
て
て
い
る
女
性
も
い
て
、

地
域
の
産
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
で
ウ
ェ
ル

カ
ム
ド
リ
ン
ク
の
お
も
て

な
し
。

　

ワ
イ
ン
畑
を
開
墾
し

て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
ジ
ビ

エ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
さ
れ
て
い
る
夫
婦
の

物
語
は
、
感
動
し
か
無
か

っ
た
で
す
。
も
し
日
本
に

来
ら
れ
た
ら
、
東
京
や
大

阪
も
い
い
で
す
が
、
こ
う

し
て
地
域
を
元
気
に
す
る

た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
人
た
ち
と
も
出
会
っ
て

欲
し
い
。
日
本
も
ま
だ
ま

だ
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
無
い

で
す
。

　

そ
し
て
、
い
ち
ば
ん
刺

激
を
も
ら
っ
た
の
は
、
わ

た
し
か
も
し
れ
な
い
。
ま

だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
、
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

産山村のガストロノミーツーリズム

　

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
は
、
15
日

（
日
）
バ
ー
ゲ
ン
郡
リ
ッ
ジ
フ

ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
の
オ
ー
バ
ー

ペ
ッ
ク
郡
立
公
園
で
、「
秋
祭

り
・
国
際
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
た
。
同
祭
り

は
数
年
ぶ
り
の
再
開
だ
が
、
広

大
な
敷
地
と
立
派
な
ス
テ
ー
ジ

を
誇
る
同
公
園
で
の
開
催
は
初

め
て
。
前
日
の
雨
天
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
て
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

た
当
日
は
、
大
勢
の
州
民
が
日

本
文
化
や
食
を
楽
し
も
う
と
会

場
を
訪
れ
た
。
11
時
の
イ
ベ
ン

ト
開
始
直
後
か
ら
、
屋
台
や
フ

ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
が
並
ぶ
フ
ー
ド

エ
リ
ア
や
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や

お
面
な
ど
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
に

来
客
が
並
び
始
め
、
特
に
ア
メ

リ
カ
人
に
も
人
気
の
ラ
ー
メ
ン

な
ど
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
２

時
に
は
完
売
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
ス
テ
ー

ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
開

始
。
元
宝
塚
ス
タ
ー
に
よ
る
日

舞
、
バ
レ
エ
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
な
ど

の
バ
ン
ド
演
奏
と
盆
踊
り
、
コ

ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、
サ
ム
ラ

イ
殺
陣
演
武
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
、
ヨ
サ
コ
イ
・
ソ
ー
ラ

ン
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
舞
の
ほ

か
、
日
本
か
ら
来
て
１
か
月
に

及
ぶ
全
米
ツ
ア
ー
を
実
施
中
の

５
人
組
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
「
Ｎ
Ｅ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ｍ
」
の
緊
急
参
戦
な
ど
、
熱

の
こ
も
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
会
場
を
沸
か
せ
て
い
た
。

　

同
祭
り
開
催
な
ど
の
活
動

が
、
Ｎ
Ｊ
州
選
出
米
国
下
院
議

員
か
ら
表
彰
さ
れ
た
り
、
バ
ー

ゲ
ン
郡
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
か
ら

日
本
人
社
会
と
地
元
住
民
と
の

連
帯
へ
の
貢
献
を
賞
賛
さ
れ
た

同
会
だ
が
、
近
藤
三
奈
会
長
は

「
次
世
代
に
も
引
き
継
い
で
長

く
同
会
の
活
動
を
続
け
ら
れ
た

時
が
真
の
成
功
。
実
現
で
き
る

ま
で
皆
の
力
を
借
り
な
が
ら
頑

張
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

日
本
文
化
と
食
の
祭
典
楽
し
む

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
・
秋
祭
り
開
催

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団

法
人NEXT GENERATION

の
平
田

で
す
。
私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

FURUSATO PROJECT

（
日
本
帰
国
支

援
サ
ポ
ー
ト
）
の
き
っ
か
け
は
、
と
あ
る

ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

言
葉
で
し
た
。「
あ
の
時
、
日
本
に
帰
国

し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
」。
こ
の
一
言
を

聞
い
て
、
一
度
き
り
の
人
生
が
後
悔
な
く

送
れ
る
よ
う
に
、
日
本
へ
の
帰
国
を
願
っ

て
い
る
方
に
、
日
本
帰
国
を
実
現
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

先
日
、
ご
支
援
し
た
お
客
様
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

の
対
応
に
不
満
も
あ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
の
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
本
へ
の

帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家
族
も
お

ら
ず
、
半
ば
日
本
へ
の
帰
国
を
諦
め
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
私
た
ち
の
日
本

帰
国
支
援
サ
ポ
ー
ト
の
存
在
を
知
っ
て
く

だ
さ
り
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
具
体

的
な
情
報
も
交
え
た
コ
ラ
ム
記
事
を
書
か

せ
て
頂
き
ま
す
。
是
非
、
お
読
み
い
た
だ

け
ま
す
と
嬉
し
い
で
す
。

【
第
１
回
】

◆
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本

に
帰
国
し
た
い
と
思
う
の
か

　

ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の

方
は
な
ぜ
、
日
本
に
帰
国
し
た
い
と
思

う
の
か
？
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
調

査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
話
し
し

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
日
本
人
の

方
に
、「
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

る
理
由
」
を
調
査
し
ま
し
た
。
最
も
多

か
っ
た
理
由
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
医
療

費
や
介
護
費
用
が
高
額
だ
か
ら
（
23
・

９
％
）」
で
す
。
次
い
で
、「
自
分
が
病

気
に
な
っ
た
時
が
心
配
（
21
・
０
％
）」、

「
知
人
が
周
り
に
い
な
い
（
８
・
５
％
）」、

「
ア
メ
リ
カ
の
病
院
や
施
設
に
入
り
た

く
な
い
（
６
・
８
％
）」
な
ど
で
し
た
。

あ
な
た
も
当
て
は
ま
る
も
の
は
あ
り
ま

す
か
？
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
「
お
金
」・「
健
康
」・「
介
護
」

の
不
安
が
あ
り
、
日
本
に
帰
国
を
考
え

て
い
る
こ
と
で
す
。

◆
代
理
人
や
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
方
の
困
り
ご
と

　

ア
メ
リ
カ
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
、
日
本
人
を
日
本
人
が
サ
ポ
ー
ト

（
代
理
人
な
ど
）
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を

耳
に
し
ま
す
。
日
常
的
な
買
い
物
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
病
院
受
診
を
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

方
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

・
ご
本
人
は
日
本
に
帰
り
た
い
と
言
っ

て
い
る
け
ど
、
親
族
と
も
疎
遠
で
協
力

者
が
い
な
い

・
最
近
、
サ
ポ
ー
ト
の
負
担
が
増
え
て
、

こ
れ
以
上
サ
ポ
ー
ト
が
増
え
る
と
自
分

が
も
た
な
く
な
り
そ
う

・
日
本
で
暮
ら
し
た
方
が
安
心
と
思
う

け
ど
、
ど
う
に
も
で
き
な
く
て
困
っ
て

い
る

　

今
後
の
生
活
を
考
え
る
上
で
、
そ
の

ま
ま
ア
メ
リ
カ
に
住
み
続
け
る
、
ま
た

は
日
本
に
帰
国
し
て
住
む
と
い
う
選
択

肢
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

と
日
本
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
と
し
て
も

良
い
面
、
良
く
な
い
面
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
さ
せ
て
頂
い
た
方

を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

こ
と
は
、「
で
き
る
だ
け
元
気
な
う
ち

に
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
ど
ち
ら
で
余

生
を
送
る
の
か
を
決
め
る
」
こ
と
が
最

も
大
事
で
す
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
い
る
数

多
く
の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご

す
方
の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す

方
の
相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、

お
困
り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（ZOOM

）
で
個

別
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
帰
国

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
個
別
相
談
の
相
談

は
、FURUSATO PROJECT

事
務
局

NY

相
談
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
久
松　

茂

（hisamatsu@nyseikatsu.com

）

ま

で
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://jp.usembassy.gov/ja/services-ja/social-security-ja/wep-ja/
https://www.nenkin.go.jp/international/japanese-system/employeespension/employee.html


（9）　　 ［ローカル面］ 2023年（令和 5年）10月 21日（土）
　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
合
わ
せ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
「
死
者
の

日
」
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
「
デ
ィ

ア
・
デ
・
ロ
ス
・
ム
エ
ル
ト

ス
」
が
28
日
（
土
）
と
29
日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
メ
ド

ウ
ズ
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
内
に
あ
る

ク
イ
ー
ン
ズ
動
物
園
で
開
催
さ

れ
る
。
今
年
か
ら
始
ま
る
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
、
絶
滅
し
た
動

物
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
化

に
つ
い
て
学
び
、
ス
ト
ー
リ
ー

タ
イ
ム
や
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト

制
作
や
実
際
に
動
物
と
触
れ
合

う
。
参
加
費
は
13
歳
以
上
が
９

ド
ル
95
セ
ン
ト
、
３
〜
12
歳
が

６
ド
ル
95
セ
ン
ト
、
65
歳
は
７

ド
ル
95
セ
ン
ト
。

ク
イ
ー
ン
ズ
動
物
園
で
28
、
29
日　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト

Queens Zoo
53-51 111th St, 

Queens, NY 11368
 (718) 271-1500

https://queenszoo.com/

Queens Botanical 
Garden

43-50 Main St, 
Queens, NY 11355

(718) 886-3800
https://queensbotanical.

org/pumpkinpatch/

怖
く
て

楽
し
い

　

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
る
ク
イ

ー
ン
ズ
植
物
園
は
14
日
か
ら
29

日
（
日
）
ま
で
の
週
末
、
午
前

11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
秋

の
収
穫
を
祝
う
パ
ン
プ
キ
ン
パ

ッ
チ
を
開
催
す
る
。
収
穫
を
テ

ー
マ
に
し
た
写
真
撮
影
や
種
ま

き
、
ク
ラ
フ
ト
制
作
、
秋
が
テ

ー
マ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
あ

り
、
４
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち

は
自
分
で
カ
ボ
チ
ャ
を
選
ん
で

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
21

歳
以
上
の
来
場
者
向
け
に
は
、

秋
が
テ
ー
マ
の
ビ
ー
ル
や
シ
ー

ド
ル
が
園
内
で
販
売
さ
れ
る
。

入
場
料
は
12
ド
ル
、
子
供
12
ド

ル
、
３
歳
以
下
は
無
料
。

ク
イ
ー
ン
ズ
植
物
園

パ
ン
プ
キ
ン
パ
ッ
チ

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

＆
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
浜

口
祐
夢
が
29
日
（
日
）
午
後
11

時
か
ら
、 

ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
１
（
ア
レ
ン
通
り
１
９
６
番

地
）に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

出
演
は
浜
口
の
ほ
か
、
辻
村
勇

太
（
ベ
ー
ス
）
と
ゲ
ス
ト
に
ア

イ
セ
・
リ
ノ
が
演
奏
す
る
。

　

浜
口
は
「TOY BOYS

」
で

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
、
後

に
「RAY-GUNS

」
の
シ
ン
ガ

ー
と
し
て
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

『
∀
（
タ
ー
ン
エ
ー
）
ガ
ン
ダ

ム
』
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ

「CENTURY COLOR

」
が
大

ヒ
ッ
ト
。 

　

ソ
ロ
で
は
「
テ
ニ
ス
の
王
子

様
」
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ

「SAKURA

」
が
大
ヒ
ッ
ト
。 

米
国
、
中
国
、
韓
国
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
も
成
功
を
収
め
、
楽
曲

が
世
界
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
自
身
の
音
楽
レ
ー

ベ
ル
「THE RAIN-MAKER

」

を
主
宰
し
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
て

い
る
。

　

入

場

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

９
１
７
・
４
０
０
・
９
３
６
２
、

マ
ー
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（Mar 

Creation

）
ま
で
。

浜
口
祐
夢
Ｎ
Ｙ
で

29
日
コ
ン
サ
ー
ト

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
無

声
映
画
の
伴
奏
者
と
し
て
活
躍

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
松
村
牧
亜

さ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

美
術
館
（MoMA

：
西
53
丁
目

11
番
地
）
内
劇
場
に
て
、
映
画

伴
奏
を
行
う
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

10
月
25
日
（
水
）
午
後
７
時
か

ら
１
９
１
７
年
製
作
の
米
映
画

『Her Anniversaries

』（
10
分
）

と
１
９
２
６
年
製
作
の
米
映

画
『The First Year

』（
80
分
）

の
２
本
立
て
、
28
日
（
土
）
午

後
６
時
30
分
と
11
月
４
日（
土
）

午
後
４
時
か
ら
１
９
２
９
年
製

作
の
ド
イ
ツ
映
画
『Mädchen am Kreuz 

（W
oman on the 

Cross

）』、
11
月
２
日
（
木
）

午
後
７
時
か
ら
は
１
９
２
７

年
製
作
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画

『Zew morza 

（The Call of 
the Sea

）』
を
即
興
で
ピ
ア
ノ

伴
奏
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.moma.org/calendar/
fi lm/5631

を
参
照
す
る
。

無
声
映
画
伴
奏
者
の

松
村
さ
ん

Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
で
演
奏

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://queenszoo.com/
https://queensbotanical.org/pumpkinpatch/
https://www.moma.org/calendar/film/5631
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時
代
小
説
と
は
何
か
。
江
戸

時
代
な
ど
過
去
を
舞
台
に
し
た

物
語
と
い
う
の
は
何
と
な
く
分

か
る
。
例
え
ば
池
波
正
太
郎
の

『
鬼
平
犯
科
帳
シ
リ
ー
ズ
』
だ
。

徳
川
家
康
や
織
田
信
長
な
ど
の

歴
史
上
の
人
物
を
主
人
公
に
し

た
物
語
も
入
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
考
え
て
い
た
が
、
検
索
す
る

と
そ
れ
は
歴
史
小
説
と
い
う
。　
　
　
　

　
『
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
』
と

い
う
時
代
小
説
が
紀
伊
國
屋
書

店
の
新
刊
に
紹
介
さ
れ
て
、
あ

ら
す
じ
を
読
ん
で
興
味
が
湧
き

本
編
を
読
む
前
に
、
時
代
小
説

の
定
義
と
は
何
ぞ
や
と
気
に
な

っ
た
。
ち
な
み
に
本
作
は
直
木

賞
受
賞
作
で
あ
る
。

　

物
語
の
舞
台
は
江
戸
時
代

後
期
の
文
化
・
文
政
時
代

（
１
８
０
４
〜
30
年)

の
木
挽

町
に
あ
る
人
気
芝
居
小
屋
の
森

田
座
。
東
銀
座
の
歌
舞
伎
座
の

あ
た
り
だ
と
い
う
。
芝
居
小
屋

か
ら
漏
れ
聞
こ
え
る
三
味
線
の

音
。
雪
の
夜
の
裏
通
り
。
唐
傘

の
下
か
ら
見
え
る
振
袖
。
役
者

と
逢
引
き
す
る
お
嬢
様
だ
ろ
う

か
。
賭
博
の
界
隈
で
悪
い
噂
の

絶
え
な
い
博
徒
が
子
分
を
連
れ

て
歩
い
て
き
た
。
現
代
で
い
う

ナ
ン
パ
を
し
よ
う
と
声
を
掛

け
、
男
が
振
袖
に
触
る
と
、
ひ

ら
り
と
振
袖
を
脱
ぎ
捨
て
る
。

ど
こ
か
の
大
店
の
お
嬢
様
と
思

っ
た
の
が
、
白
装
束
を
纏
っ
た

前
髪
の
あ
る
若
衆
、
菊
之
助
だ

っ
た
。
仇
討
ち
の
名
乗
り
を
あ

げ
る
。

　
「
我
こ
そ
は
伊
能
清
左
衛
門

が
一
子
、
菊
之
助
。
そ
の
方
、

作
兵
衛
こ
そ
我
が
父
の
仇
、
い

ざ
尋
常
に
勝
負
」　

野
次
馬
が

集
ま
り
、
遠
巻
き
に
人
垣
が
で

き
た
。
真
剣
勝
負
の
切
り
合
い

が
始
ま
り
、
若
衆
が
博
徒
を
切

り
倒
し
、
首
級
（
し
る
し
）
を

も
っ
て
立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。

　

２
年
の
月
日
が
経
ち
、
あ
る

武
士
が
当
時
の
様
子
を
聞
き
ま

わ
る
。
５
人
と
話
す
こ
と
に
な

る
。
菊
之
助
と
の
出
会
い
、
親

交
、
仇
討
ち
の
こ
と
を
知
っ
た

経
緯
、
そ
し
て
当
日
は
ど
う
だ

っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で

一
人
称
で
語
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
も
語
ら
れ
る
。
登
場
す

る
５
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

元
幇
間
の
呼
び
込
み
の
木
戸
芸

者
、
元
武
士
で
剣
術
の
演
技
指

導
を
す
る
立
師
、
衣
装
係
の
女

形
、
長
屋
の
職
人
夫
婦
、
旗
本

次
男
坊
の
芝
居
の
筋
書
、
現
代

で
言
う
と
こ
ろ
の
脚
本
家
と
全

員
芝
居
小
屋
関
係
者
だ
。
だ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
第
一
幕
、

第
二
幕
と
「
幕
」
に
な
っ
て
い

る
の
だ
。

　

実
は
読
み
た
い
と
思
っ
た
の

は
「
若
衆
」
と
い
う
言
葉
に
惹

か
れ
た
か
ら
だ
。
司
馬
遼
太
郎

の
『
新
選
組
血
風
録
』
や
そ
れ

を
原
作
に
し
た
大
島
渚
監
督
の

遺
作
『
御
法
度
』
の
よ
う
な
、

ま
た
は
「
江
戸
」、「
芝
居
小

屋
」、「
若
衆
」
と
い
う
検
索
ワ

ー
ド
で
ヒ
ッ
ト
す
る
内
容
を
期

待
し
て
い
た
が
全
く
違
っ
た
。

元
服
前
の
前
髪
姿
の
こ
と
も
若

衆
と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
も
調
べ

て
判
明
し
た
。
菊
之
助
は
役
者

の
若
衆
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
落
胆
し
つ
つ
も
あ
る
事
に

感
動
を
覚
え
た
。
江
戸
と
い
う

街
は
封
建
的
で
男
尊
女
卑
で
、

吉
原
が
出
て
く
る
話
と
い
え
ば

年
季
が
あ
け
る
前
に
死
ん
だ
ら

弔
っ
て
も
ら
え
ず
ゴ
ミ
同
然
に

投
込
寺
に
放
置
さ
れ
た
遊
女
の

話
で
辛
い
も
の
ば
か
り
の
中
、

第
一
幕
に
出
て
く
る
木
戸
芸
者

の
一
八
が
吉
原
で
幇
間
だ
っ
た

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ま
さ
に
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
、
江
戸
の
話
で

一
八
の
よ
う
な
人
物
に
出
会
え

た
こ
と
、そ
れ
を
創
っ
た
著
者
、

永
井
沙
耶
子
氏
に
当
初
の
期
待

は
裏
切
ら
れ
た
が
、
感
謝
し
た

い
と
思
っ
た
。

　

著
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

を
読
み
、
仇
討
ち
に
象
徴
さ
れ

る
「
忠
義
」
や
「
孝
行
」
と
い

う
日
本
人
の
美
徳
も
「
パ
ワ
ハ

ラ
」「
ブ
ラ
ッ
ク
」「
虐
待
」
に

通
じ
る
と
語
り
、
現
代
の
葛
藤

を
過
去
の
設
定
つ
ま
り
時
代
小

説
に
し
て
乗
り
切
る
方
法
を
伝

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。
仇
討
ち
に
ま
つ
わ
る
謎

が
解
き
明
か
さ
れ
ミ
ス
テ
リ
と

し
て
も
楽
し
め
た
。（
山
河
藍
）

 現代の葛藤を時代小説で映し出す
永井 紗耶子・著

 新潮社・刊

■ 50 代、足していいもの、引いていいもの（岸本葉子、
中公文庫）50代の著者が日常に感じた身の回りの出来事
や想いを綴ったエッセイ。自分の老化や美容、巷の流行に
ついてや親の介護、旅や趣味の俳句などが書かれている。
50代は合わなくなる・省けるものがわかる反面、取り入
れたいものも出てくる。そうした足し引きについても語る。
■彼らは世界にはなればなれに立っている（太田愛、角
川文庫）「はじまりの町」の初等科に通う少年・トゥーレ。
ドレスの仕立てをする母は「羽虫」と呼ばれる存在だ。誇
り高い町の住人たちは他所から来た人々を羽虫と蔑み、公
然と差別している。町に20年ぶりに客船がやってきた日、
歓迎の祭りに浮き立つ夜に起こった事件とは。■脳の中の
過程（養老孟司、講談社学術文庫）「無駄」なものこそ面白い、
養老流生命論。脳の機能と解剖学の歴史から科学の本質と
その未来を考察、生物の眼の進化から官僚組織の功罪と人
間を超えた倫理を導き、ユニコーンの角とヒトの毛だまり
に無益な学問の悦びを見出す。養老孟司の自伝的エッセイ
も。■言い訳するブッダ（平岡聡、新潮新書）仏教の教え
には、たくさんの「矛盾」がある。その矛盾を解消しよう
とブッダの後継者たちは必死になって「言い訳」を積み重
ねてきた。同時にそれは仏教を世に広めようという努力の
跡でもあった。仏教を進化させた「言い訳」からその本質
に迫る。■渋沢栄一　焦らない　悔やまない　心配しない（池田光、三笠書房）

『論語』を実践し、孔子の教えを生き抜いた渋沢栄一の言葉には、論語を踏
まえたものが数多くある。渋沢が残した89の名言を通して「人生を最高に
楽しむ」方法を紹介し、成功哲学や処世術、そして後悔しない生き方を身に
つける。新1万円札の顔となる渋沢栄一の人生哲学をわかりやすく解説する。
■ 65歳からのひとりを楽しむ「いい加減」おつき合い（和田秀樹、PHP）親子、
夫婦、友達、職場、ご近所、いつの時代も人間関係の悩みは尽きない。多く
のシニアから人間関係の悩み相談を受けてきた精神科医が、シニア世代こそ、
しんどい関係は手放し、自分に正直に生きることを提案する。「和田秀樹流・
幸せを引き寄せる人づきあい43のヒント」を解説する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

や
る
べ
き
こ
と
は
「
捨
て
る
」
こ
と
で
は
な
く
「
入
れ
替
え
」。
現
代
日
本
人
へ
の
予

言
の
書
。
養
老
孟
司
の
生
命
論
。
仏
教
の
教
え
の
「
矛
盾
」
に
せ
ま
る
。
新
１
万
円
札
の

顔
と
な
る
渋
沢
栄
一
の
人
生
哲
学
。
幸
せ
を
引
き
寄
せ
る
人
づ
き
あ
い
の
ヒ
ン
ト
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
農
家
で
、
母
さ
ん
猫
と

４
匹
の
子
猫
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
母
さ
ん
猫
は
子
猫

た
ち
を
立
派
に
育
て
よ
う
と
栄

養
た
っ
ぷ
り
の
牛
の
ミ
ル
ク
を

与
え
て
い
ま
し
た
が
、あ
る
日
、

牛
の
乳
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
お
腹
の
す
い
た
子

猫
を
抱
え
て
困
っ
た
母
さ
ん
猫

は
「
月
に
行
け
ば
ミ
ル
ク
が
あ

る
」
と
い
う
話
し
を
聞
い
て
駆

け
出
し
ま
す
。
途
中
、
豚
と
お

ん
ど
り
と
子
牛
に
出
会
い
、
み

ん
な
で
月
を
追
い
か
け
ま
す
。

で
も
月
は
高
い
木
の
上
で
、
な

か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
児
童
文
学

者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
メ
ー
ド

ベ
ル
イ
の
作
品
。
１
９
０
８
年

に
ク
リ
ス
マ
ス
の
子
供
向
け
雑

誌
に
発
表
さ
れ
て
以
来
、
今
で

も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
子
供
達
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
酪
農
国
で

は
、
月
に
い
る
の
は
「
う
さ

ぎ
」
で
は
な
く
「
ミ
ル
ク
を
も

っ
た
老
夫
婦
」
な
の
が
興
味
深

い
。
子
猫
た
ち
の
た
め
に
野
を

駆
け
、
木
に
登
り
、
ひ
た
す
ら

月
へ
向
か
う
母
さ
ん
猫
の
姿
が

印
象
的
で
、
絵
本
を
読
ん
で
い

る
親
の
方
の
胸
が
グ
ッ
と
き
そ

う
な
ス
ト
ー
リ
ー
。　
（
高
田
）

母
さ
ん
猫
の
諦
め
な
い
強
い
心

 『月へミルクをとりにいったねこ』
作・アルフレッド・スメードベルイ　絵・たるいしまこ

福音館書店　1996 年

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
全
く
感
じ

さ
せ
な
い
５
年
ぶ
り
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
。
日
常
を
取
り
戻
し
た

街
行
く
人
々
の
姿
や
景
色
に
驚

き
を
隠
せ
な
い
。
日
本
で
は
、

３
年
間
の
マ
ス
ク
生
活
で
、
若

い
女
性
が
マ
ス
ク
を
外
せ
な
く

な
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
だ
。

い
ま
や
中
学
生
同
士
の
「
顔
認

証
」
は
「
マ
ス
ク
あ
り
」
が
「
標

準
仕
様
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
て
顔
を
む
き
出
し
に
す
る
の

は
怖
い
、
恥
ず
か
し
い
と
誰
も

マ
ス
ク
を
外
さ
な
い
。「
マ
ス

ク
に
隠
れ
た
顔
の
下
の
部
分
に

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
い

る
人
た
ち
が
、
20
代
、
30
代
に

な
っ
た
時
に
ど
う
い
う
影
響
が

出
て
く
る
の
か
、
そ
れ
を
ど
う

改
善
し
て
い
け
ば
い
い
か
が
、

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　
「
日
本
の
女
性
は
自
分
の
顔

に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
て
、
化
粧
で
欠
点
を
修
正

す
れ
ば
良
く
な
る
と
思
っ
て
い

る
。
皮
膚
は
心
と
直
接
に
繋
が

っ
て
い
る
ん
で
す
。
美
容
の
世

界
で
は
感
覚
的
に
以
前
か
ら
分

か
っ
て
い
た
こ
と
な
ん
で
す

が
、
化
粧
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、最
近
、

撫
で
る
、
触
れ
る
こ
と
で
心
が

和
む
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
促
さ

れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
皮
膚

が
変
わ
れ
ば
心
も
変
わ
る
の

よ
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

小
林
さ
ん
は
、
１
９
９
１
年

に
コ
ー
セ
ー
取
締
役
・
総
合
美

容
研
究
所
所
長
を
退
任
後
、
56

歳
で
起
業
、
美
・
フ
ァ
イ
ン
研

究
所
を
設
立
。
２
０
１
０
年
に

高
校
卒
業
資
格
と
ビ
ュ
ー
テ
ィ

の
専
門
技
術
・
知
識
の
両
方
を

取
得
で
き
る
青
山
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
学
院
高
等
学
部
を
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
美
容
業
界
で
の
若
手

の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。
88

歳
を
迎
え
た
今
も
ビ
ジ
ネ
ス
の

第
一
線
で
活
躍
し
、
近
年
は
現

場
力
を
持
っ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
「
ア
マ
テ
ラ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
開
講
し
、
25

歳
か
ら
39
歳
ま
で
面
接
で
選
ん

だ
女
性
15
人
を
１
年
間
学
習
し

て
も
ら
う
人
材
育
成
に
も
一
層

注
力
。
す
で
に
70
人
が
修
了
し

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

小
林
さ
ん
に
は
、
も
う
一
つ

の
顔
が
あ
る
。
体
に
化
粧
品
を

絵
の
具
と
し
て
肉
体
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
し
て
表
現
す
る
「
か
ら

だ
化
粧
」
と
い
う
新
た
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ア
ー
ト
に
情
熱
を
注
ぐ

芸
術
家
と
し
て
の
顔
だ
。
生
花

よ
り
も
命
の
短
い
は
か
な
さ
を

持
っ
た
瞬
間
的
な
芸
術
だ
。「
こ

こ
に
描
い
て
」
と
肌
の
囁
き
が

聞
こ
え
る
の
だ
と
。
も
と
も
と

肌
が
持
っ
て
い
た
記
憶
が
呼
び

覚
ま
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
ア
ー
ト
な
の
だ
ろ
う
。

美
容
と
ア
ー
ト
。化
粧
と
芸
術
。

彼
女
に
と
っ
て
は
、
化
粧
で
彩

る
か
ら
だ
全
体
の
隅
々
ま
で
が

全
部
顔
な
の
だ
と
い
う
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　

日
本
の
神
話
に
お
い
て
ひ
と

き
わ
謎
の
多
い
神
が
い
る
。
そ

れ
は
天
の
岩
戸
隠
れ
や
天
孫
降

臨
に
て
活
躍
す
る
千
両
役
者
の

よ
う
な
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ(

猿
田
彦
神)

の
こ
と
で
、
そ
れ

ら
の
史
実
と
し
て
の
年
代
は
猿

田
族
が
稲
荷
山
を
占
領
し
た
よ

り
ず
っ
と
後
世
の
出
来
事
で
あ

っ
て
、
中
期
縄
文
時
代
の
中
葉

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
天

孫
降
臨
に
際
し
て
先
導
役
を
つ

と
め
た
と
い
う
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ

カ
ミ
の
説
話
は
日
本
の
神
社
祭

式
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ

し
、
各
地
の
神
事
で
天
狗
鼻
の

赤
い
鬼
面
を
か
ぶ
っ
た
者
が
神

幸(

じ
ん
こ
う)

の
先
頭
に
立

っ
て
い
る
の
も
こ
れ
に
由
来
す

る
と
い
う
。
さ
ら
に
天
皇
が
ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の
子
孫
と

し
て
、
日
本
の
国
土
と
人
民
を

統
治
す
る
正
当
性
を
も
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
す
上
に
お
い

て
、
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
の
功

績
を
大
き
く
認
め
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
説
話
の
内
容
に

権
威
を
与
え
て
政
治
的
に
も
っ

と
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
原
日
本
人
の
日

本
列
島
に
お
け
る
集
団
生
活
の

起
源
を
考
古
学
的
に
実
証
す
る

も
の
と
し
て
、
１
９
７
５
年
３

月
26
日
付
毎
日
新
聞
の
朝
刊
に

次
の
よ
う
な
見
出
し
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。
日
本
最
古
タ
テ

穴
住
居　

小
学
生
発
見
の
大
台

野(

岩
手)

遺
跡
「
一
万
八
千

年
前
」
と
東
北
大
調
査
団
が
確

認
。
こ
の
遺
跡
は
、
そ
れ
以
前

に
発
見
さ
れ
た
旧
石
器
時
代
の

住
居
跡
と
し
て
断
定
さ
れ
て
い

る
鹿
児
島
県
の
上
場
遺
跡
を
約

３
０
０
０
〜
５
０
０
０
年
も
上

回
る
わ
が
国
最
古
の
住
居
跡

で
、
こ
れ
に
よ
り
原
日
本
人
で

あ
る
猿
田
族
発
祥
の
地
は
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
半
島
か
ら
シ
ベ
リ
ア

方
面
、
さ
ら
に
奥
羽
地
方
か
ら

裏
日
本
方
面
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

猿
田
族
は
南
下
し
、
そ
こ
に
以

前
か
ら
居
た
宇
佐
族
を
追
い
だ

し
て
京
都
の
鞍
馬
山
に
拠
点
を

移
し
占
拠
し
た
。
サ
ル
タ
ヒ
コ

ノ
カ
ミ
を
崇
拝
し
、
そ
の
性
質

は
獰
猛
果
敢
で『
延
喜
式
祝
詞
』

に
は
「
荒
ぶ
る
神
」
と
称
せ
ら

れ
、
一
般
に
は
「
鬼
」
と
い

わ
れ
た
り
、「
天
狗
」
と
呼
ば

れ
、
古
語
に
「
し
し
む
ら(

肉

叢)

を
喰
ら
う
」
と
あ
る
よ
う

に
、
鳥
獣
の
生
肉
を
食
い
、
人

肉
ま
で
食
っ
た
の
で
、
口
は
い

つ
も
血
で
赤
く
染
ま
っ
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
サ

ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
を
祀
る
神
社

は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
よ
る

と
、
伊
勢
国
の
名
神
大
社
と
な

っ
て
い
る
現
在
の
三
重
県
松
阪

市
の
西
方
の
丘
陵
の
裾
に
あ
る

一
志
郡(

い
ち
し
の
ご
お
り)

の
阿
射
加
神
社(

あ
さ
か
の
か

み
し
ろ)

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

伊
勢
市
宇
治
山
田
町
に
猿
田
彦

神
社
が
あ
る
。

　

さ
て
、(

株)

ク
ロ
ス
フ
ォ

ー
か
ら
猿
田
彦
神
の
邪
視(

万

災
解
除)

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ペ

ン
ダ
ン
ト
邪
視
（JASHI

）
が

で
た
。

津
延
美
衣（
つ

の
べ
み
え
）

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　
ペンダント邪視（JASHI)

化
粧
の
芸
術
美
を
追
い
求
め
る
人
生

メイクアップアーティスト

小林 照子 さん（88)

69

山
梨
と
宝
石

「
日
本
の
神
々
『
猿
田
彦
神
』
１
」
42

NYの空気に触れて思わず笑顔に（13日、五番街で）

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://mijikan.blogspot.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
９
月

20
日
、
４
年
生
が
「
グ
リ
ニ
ッ

チ
の
歴
史
を
知
ろ
う
」
を
目
当

て
に
社
会
科
移
動
教
室
で
グ
リ

ニ
ッ
チ
に
あ
る
ブ
ッ
シ
ュ
ホ
ー

リ
ー
ハ
ウ
ス
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ

イ
ン
ト
へ
見
学
に
訪
れ
た
。

　

独
立
戦
争
時
の
生
活
の
様
子

を
学
習
す
る
た
め
に
事
前
に
イ

ギ
リ
ス
か
ら
の
移
民
が
グ
リ
ニ

ッ
チ
に
移
り
住
ん
で
き
た
経
緯

や
独
立
戦
争
時
の
あ
ら
ま
し
、

そ
の
時
代
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
町

の
様
子
の
移
り
変
わ
り
を
学
習

し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
リ
ー
ハ

ウ
ス
で
は
約
３
０
０
年
前
の

人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
を
見
学

し
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
で
活
躍
し
た

先
人
達
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
聞
い
た
。
一
人
一
人
が
真
剣

な
表
情
で
話
を
聞
き
、
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
英
語

で
質
問
し
、
い
っ
そ
う
学
び
を

深
め
た
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
パ
ー

ク
に
あ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
ロ
ッ
ク

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン

か
ら
オ
ー
ル
ド
グ
リ
ニ
ッ
チ
を

買
い
取
っ
た
際
の
契
約
書
を
調

印
し
た
場
所
。
大
き
な
岩
が
グ

リ
ニ
ッ
チ
の
原
点
と
も
言
う
べ

き
重
要
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
子
供
た
ち
は
こ
の
「
会

議
の
岩
」を
熱
心
に
見
学
し
た
。

学
習
し
た
こ
と
を
実
際
に
目
に

す
る
こ
と
で
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
の

歴
史
や
昔
の
人
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
移
動
教
室
と
な
っ
た
。

　
「
ど
の
ほ
ん　

か
お
っ
か
な

〜
？
（
借
り
よ
う
か
な
）」
と

ワ
ク
ワ
ク
し
て
始
ま
っ
た
図
書

貸
し
出
し
の
日
。

　

３
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
は
、
自
分
で
書
棚
か
ら

手
に
取
っ
た
も
の
を
借
り
る
。

　

好
き
な
シ
リ
ー
ズ
の
本
を
探

し
た
り
、絵
を
見
て
決
め
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
書
棚
の
中
の
本

を
一
冊
一
冊
動
か
し
て
見
る
姿

は
真
剣
そ
の
も
の
。

　

借
り
る
絵
本
は
何
度
も
同
じ

物
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
年

齢
よ
り
難
し
い
物
を
選
ぶ
こ
と

も
あ
る
。
で
も
、
一
番
大
切
に

し
た
い
の
は「
自
分
で
決
め
た
」

と
い
う
こ
と
。

　

も
う
す
ぐ
50
周
年
を
迎
え
る

同
幼
稚
園
で
、
図
書
の
貸
し
出

し
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
当

時
の
在
籍
園
児
の
日
本
語
環
境

は
家
庭
と
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚

園
だ
け
だ
っ
た
。
絵
本
１
冊
１

冊
が
貴
重
な
教
材
で
、
子
ど
も

た
ち
が
好
き
な
絵
本
は
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
る
ま
で
読
ん
だ
も
の
。

　

幼
少
期
の
読
み
聞
か
せ
は
こ

と
ば
（
母
語
）
の
発
達
に
大
き

く
か
か
わ
っ
て
い
て
、
海
外
で

は
特
に
重
要
だ
。
幼
少
期
に
母

語
を
確
立
さ
せ
て
お
く
と
第
二

言
語
も
短
期
間
で
習
得
で
き
る

実
証
が
徐
々
に
得
ら
れ
て
い
っ

た
と
い
う
。

　

同
幼
稚
園
で
は
本
を
買
う
た

め
父
母
会
の
援
助
が
自
然
に
始

ま
っ
た
。バ
ザ
ー
を
開
い
た
り
、

帰
国
さ
れ
る
人
が
絵
本
や
寄
付

を
し
た
り
し
て
徐
々
に
日
本
語

の
絵
本
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ

し
て
、
つ
い
に
図
書
の
貸
し
出

し
が
始
ま
っ
た
。
父
母
会
と
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
現
在
も
続

け
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
は
、
毎
週

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
に
な
っ

て
い
る
。

日
本
語
図
書
に
囲
ま
れ
て

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

グリニッチの歴史
社会科移動教室
NY日本人学校

　

9
月
30
日
、
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業

校(

高
畑
誠
校
長)

幼
児
部
で

は
芸
術
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、

年
中
年
長
の
子
ど
も
達
み
ん
な

で
大
き
な
紙
に
絵
を
描
い
た
。

た
だ
、
自
由
に
絵
を
描
く
の
で

は
な
く
4
つ
の
テ
ー
マ「
ま
ち
」

「
う
み
」「
そ
ら
」「
や
ま
」
を

そ
れ
ぞ
れ
の
紙
ご
と
に
設
け
て

い
る
。
子
ど
も
達
は
そ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
思
い
思
い
の
絵
を

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
働
か
せ

な
が
ら
絵
を
描
い
て
い
た
。

「
う
み
」
の
キ
ャ
ン
バ
ス
が
1

番
人
気
。
ま
ず
初
め
に
紙
一
杯

に
絵
が
埋
ま
っ
て
い
た
。
次
に

「
そ
ら
」、
綺
麗
な
虹
が
何
本
も

か
け
ら
れ
て
い
た
。「
ま
ち
」

に
は
、
多
く
の
車
と
建
物
が
溢

れ
て
い
た
し
、「
や
ま
」
に
は

た
く
さ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

芸
術
の
秋

Ｎ
Ｊ
補
習
校

ー
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

ど
の
キ
ャ
ン
バ
ス
も
子
ど
も

達
の
思
い
描
く
楽
し
そ
う
な
絵

で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
作
品
は
当

日
の
み
の
期
間
限
定
で
校
舎
内

に
貼
り
出
さ
れ
た
。
同
校
で

は
「
ご
家
庭
で
ど
ん
な
絵
を
描

い
た
の
か
家
族
団
ら
ん
の
ト
ピ

ッ
ク
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
幼
児
部
で

は
毎
週
、
日
本
体
育
大
学
卒
業

の
体
育
指
導
者
の
元
で
、
日
本

な
ら
で
は
の
運
動
の
ク
ラ
ス
を

設
け
て
い
る
。
１
学
期
は
マ
ッ

ト
運
動
、
2
学
期
は
跳
び
箱
、

3
学
期
は
鉄
棒
の
3
テ
ー
マ
を

設
け
、
年
間
を
通
じ
て
日
本
の

器
械
体
操
の
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。
2
学
期
初
日
、
園
児
達

は
初
め
て
見
る
跳
び
箱
に
驚
い

た
り
興
奮
し
た
り
、
時
に
は
不

安
な
表
情
を
見
せ
て
い
た
が
、

指
導
者
の
見
本
を
見
な
が
ら
ロ

イ
タ
ー
板
の
使
い
方
を
学
び
、

足
や
手
を
付
く
位
置
を
習
得
し

て
い
っ
た
。

と
び
箱
授
業

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

https://starchildny.com/
https://www.interschool-jp.com/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
https://satoricollegeplanning.com/
https://miray109.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
Ｌ
Ｉ
校
は
9
月
30
日
、
日

本
文
化
伝
承
行
事
と
し
て
石

榑
雅
代
（
い
し
ぐ
れ
・
ま
さ

よ
）
琴
三
味
線
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「MIYABI

」
を
招
き
、
保
護
者

会
主
催
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ

た
。

　

１
９
９
２
年
の
来
米
以
来
、

琴
・
三
味
線
奏
者
と
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
全
米
で
活

躍
す
る
石
榑
氏
は
、
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
製

作
、
ロ
ブ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
監
督

に
よ
る
、
２
０
０
５
年
公
開
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
「SAYURI-

Memoirs of a Geisha

」
の

サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
他
、

２
０
１
０
年
よ
り
10
年
間
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
琴
の
指
導
に

当
た
る
と
い
う
実
績
を
持
つ
。

こ
の
日
、
演
奏
に
使
わ
れ
た
楽

器
は
、
琴
、
三
味
線
、
尺
八
の

３
つ
。
初
め
て
見
る
和
楽
器
に

興
味
深
々
の
子
ど
も
達
を
前

に
、ま
ず
は
、琴
が
奏
で
る
「
さ

く
ら
さ
く
ら
」
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
続
い
て
「
と
お
り
ゃ
ん

せ
」「It’s a small world

」 

な

ど
の
演
奏
の
際
に
は
、
子
ど
も

達
が
曲
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歌

詞
を
口
ず
さ
む
声
が
会
場
に
こ

だ
ま
し
た
。
ま
た
、
三
味
線
の

演
奏
で
は
、
自
分
達
の
手
拍
子

の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
ど

ん
ど
ん
と
演
奏
が
早
く
な
っ
て

い
く
の
に
大
興
奮
す
る
一
方
、

尺
八
の
奏
で
る
「
荒
城
の
月
」

の
物
悲
し
い
音
色
に
は
、
静
か

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
子
ど
も

達
お
待
ち
か
ね
の
琴
の
体
験
。

石
榑
氏
に
手
を
添
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
「
き
ら

き
ら
星
」
を
演
奏
す
る
初
等
部

の
子
ど
も
達
の
姿
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ

っ
た
。
ま
た
、
中
等
部
の
生
徒

は
、
石
榑
氏
に
言
わ
れ
る
が
ま

ま
に
力
一
杯
琴
の
弦
を
押
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
あ
ま
り
の
硬
さ

に
思
わ
ず
う
な
り
声
を
漏
ら

し
、
そ
れ
を
見
て
い
た
会
場
中

の
子
ど
も
達
は
、
一
見
優
雅
に

見
え
る
琴
を
演
奏
す
る
の
は
思

い
の
ほ
か
力
が
い
る
の
だ
と
知

り
、
一
斉
に
興
味
深
げ
な
眼
を

ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
い
た
。

　

演
奏
会
の
後
、
子
ど
も
達
に

感
想
を
聞
く
と
「
日
本
の
昔
の

曲
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
普

段
、
バ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
な
ど
の
洋
楽
器

の
演
奏
を
聴
く
機
会
は
よ
く
あ

る
け
れ
ど
、
和
楽
器
は
な
い
の

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
、

元
気
な
答
え
が
返
っ
て
来
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

石
榑
雅
代
さ
ん
招
く
保護者会主催

琴三味線公演
　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）は
８
日
、「
第

40
回
運
動
会 

〜
夢
に
向
か
っ

て
闘
志
を
燃
や
せ
〜 

」
を
開

催
し
た
。
年
間
３
０
０
日
が
晴

れ
と
言
わ
れ
て
い
る
デ
ン
バ
ー

で
も
こ
の
時
期
は
雪
が
降
る
こ

と
も
あ
り
、
会
場
は
サ
ッ
カ
ー

場
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
る
屋
内

型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
借
用
し
て

行
っ
た
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち

は
集
合
時
間
よ
り
も
早
め
に
会

場
に
到
着
し
、
人
工
芝
の
グ
ラ

ン
ド
を
駆
け
回
っ
た
り
、
寝
転

ん
だ
り
と
、
喜
び
を
隠
せ
な
い

様
子
で
あ
っ
た
。

　

生
徒
代
表
が
持
つ
校
旗
を
先

頭
に
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
、
堂
々
と
し
た
入
場

行
進
に
続
き
、
徒
競
走
や
集
団

種
目
、
玉
入
れ
、
綱
引
き
な
ど

の
競
技
、
演
技
に
来
賓
や
保
護

者
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
特
に
全
校
園
児
・

児
童
・
生
徒
に
よ
る
ダ
ン
ス
は

見
応
え
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
多
く
の
保
護
者
が
動

画
に
収
め
て
い
た
。
保
護
者
参

加
の
綱
引
き
で
は
、
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
の
中
で
大
汗
を
か
い

て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
最
後
の
競
技
と
な
っ
た
全

校
リ
レ
ー
は
、
幼
稚
園
児
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
が
４
つ
の
チ

ー
ム
に
分
か
れ
、
一
つ
の
バ
ト

ン
を
つ
な
い
だ
。
全
力
で
走
る

姿
は
見
ご
た
え
が
あ
り
、
運
動

会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
相
応
し
熱

戦
と
な
っ
た
。
今
年
の
運
動
会

の
栄
光
は
僅
差
で
白
組
に
輝

き
、
大
き
な
優
勝
カ
ッ
プ
が
送

ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
的

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
多
く

の
人
の
感
動
を
呼
び
、
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
が
美
し
く
輝
く

一
日
と
な
っ
た
。

第40回運動会を開催デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州
イ

ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
半

場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）で
は
、

小
学
部
６
年
生
が
学
級
園
で
育

て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
作
り
を
行
っ

た
。

　

学
級
園
で
の
植
物
の
栽
培
は

理
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
４
月
に
種
イ
モ

を
植
え
、
約
５
か
月
に
渡
り
成

長
を
見
守
っ
て
き
た
。
収
穫
の

時
期
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
は

土
の
中
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
一
つ
一
つ
慎

重
に
掘
り
出
し
た
。
地
中
深
く

に
実
っ
た
も
の
を
見
つ
け
、
宝

物
を
掘
り
出
し
た
か
の
よ
う
に

喜
ぶ
姿
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
洗
い
、
薄
く
切
っ

て
自
分
達
で
揚
げ
、
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
に
仕
上
げ
た
。
普
段
身

近
に
あ
る
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
の
か
を
体
験
し
学
習
し
た
。

　

出
来
立
て
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
は

「
市
販
の
も
の
よ
り
も
お
い
し

い
」「
家
で
も
作
っ
て
食
べ
た

い
」
と
満
足
気
で
あ
っ
た
。
自

分
た
ち
が
育
て
た
作
物
を
調
理

し
味
わ
う
こ
と
で
、
生
産
者
の

気
持
ち
や
食
べ
物
の
あ
り
が
た

み
、
自
給
自
足
の
大
変
さ
な
ど

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

だ
っ
た
。

育英サタデー
自分で作った
ポテトチップス

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
り

ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
語

学
部
門
は
「
マ
マ
さ
ん
パ
パ

さ
ん
英
会
話
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
講
し
た
。
Ｎ
Ｙ
育
英

学
園
全
日
制
部
門
の
ア
メ
リ
カ

人
講
師
が
担
当
す
る
、
日
常
で

直
ぐ
に
使
え
る
英
語
を
気
軽
に

楽
し
く
練
習
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
。
初
回
の
ク
ラ
ス
は

「Exploring Our Local

」
と

題
し
、
受
講
生
宅
近
辺
の
モ
ー

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
公
園
な
ど

よ
く
訪
れ
る
場
所
を
英
会
話
と

し
て
共
有
し
、
授
業
し
た
。

マ
マ
さ
ん
パ
パ
さ
ん

英
会
話
教
室
開
催

演
奏
後
の
琴
の
体
験
で
児
童
に
指
導
す
る
石
榑
さ
ん

https://japaneseschool.org
http://www.kodomony.org
http://www.jwsny.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
（
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ Eメール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
LI
校
小
６

永
橋　

到
歩　

ネ
バ
ダ
州
大
学
生

喜
田　

美
緒

書
道
教
室
龍
打
ハ
ワ
イ作

田　

優
子

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

藤
本　

美
空

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
５荻

原　

詩
織　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

甲
斐　

彩

http://www.betteratmath.com
https://artofhaiku.org/
https://www.kokinshodo.com/
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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僕
は
今
年
の
春
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
へ
入
っ

て
、
中
学
生
に
な
っ
た
。
僕
は

中
学
生
に
な
る
の
を
楽
し
み
に

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
ど
う
せ

中
学
校
も
小
学
校
と
同
じ
よ
う

な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

の
と
、
中
学
生
に
な
っ
た
自
分

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
中

学
に
入
学
す
る
と
、
そ
の
考
え

は
変
わ
っ
た
。
中
学
校
が
楽
し

か
っ
た
か
ら
だ
。
理
由
は
、
新

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
だ
。
例
え
ば
、
中
学
生
で
新

し
く
入
っ
て
き
た
教
科
や
、
内

容
が
変
わ
っ
た
教
科
な
ど
だ
。

や
っ
ぱ
り
内
容
が
変
わ
る
と
面

白
い
。
ま
た
、
学
校
を
変
わ
っ

た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

変
わ
っ
て
面
白
い
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
の
で
、
僕
は
中

学
生
活
を
楽
し
め
そ
う
だ
。

　

僕
は
ア
メ
リ
カ
に
い
て
も
、

日
本
と
同
じ
よ
う
な
教
育
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
す

ご
い
と
思
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
間
に
あ
る

こ
の
学
校
で
楽
し
く
学
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
　
（
滞
米
２
年
６
か
月
）　　

え
話
せ
る
時
間
が
短
く
て
も
、

毎
回
ビ
デ
オ
電
話
が
つ
な
が

る
度
に
、
祖
父
の
顔
は
嬉
し

そ
う
だ
。

　

僕
は
今
回
、
祖
父
と

i
P
a
d
を
通
し
て
、
一
つ

気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
急

激
に
進
む
中
で
、
僕
は
祖
父

の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
高
齢
者
が
多
く
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
だ
。

　

僕
が
毎
朝
見
て
い
る

N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

た
ま
に
Q
R
コ
ー
ド
が
画
面

の
隅
に
出
て
、「
詳
し
い
情
報

は
こ
ち
ら
か
ら
」
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
る
。
簡
単
に
情
報

が
見
ら
れ
て
と
て
も
便
利
だ
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
中
に
は

ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
せ
な
い

人
や
、
デ
バ
イ
ス
自
体
を
持

っ
て
い
な
い
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
果
た
し
て
そ
う
い
っ
た

高
齢
者
に
も
、
こ
う
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
便
利
で
役
立
つ

と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
の
総
務
省
が
発
表
し

た
資
料
に
よ
る
と
、
平
成

二
十
四
年
度
で
は
、
七
十
代
の

高
齢
者
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は

半
数
以
下
で
、
八
十
代
以
上

に
な
る
と
四
人
に
一
人
し
か

い
な
い
。
高
齢
者
の
I
C
T

利
用
率
は
年
々
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
S
N
S
な
ど
の

利
用
率
は
ま
だ
低
い
。

　

国

連

人

口

基

金

（
U
N
F
P
A
）
の
報
告
書
に

よ
る
と
、
世
界
で
高
齢
者
の

人
口
が
、
他
の
年
齢
層
に
比

べ
て
急
速
に
増
加
し
て
い
て
、

人
口
高
齢
化
が
大
き
な
現
象

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
高

齢
者
と
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
ど

う
つ
な
げ
て
い
く
か
は
、
世

界
各
国
に
お
い
て
、
大
き
な

課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
夏
、
祖
父
は

i
P
a
d
と
共
に
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
へ
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
今
は
こ
の
古
い

i
P
a
d
が
、
祖
父
と
僕
を

つ
な
ぐ
た
め
に
必
要
不
可
欠

だ
。

　
　
　
　

  　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

私
は
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
は
海

を
こ
え
て
」
を
読
ん
で
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
戦
争
の
こ

と
や
学
校
の
様
子
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
お
話
を
読
む
ま
で
、
日
本

で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
ラ
ン

ド
セ
ル
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
子
ど
も
た
ち
に
送
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
ま
た
だ
れ

か
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
う
れ
し
い
反
面
、

世
界
に
は
ま
ず
し
い
国
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
少
し
悲
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

学
校
の
写
真
を
見
て
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
学
校

の
校
し
ゃ
は
な
く
、
み
ん
な

地
面
に
す
わ
っ
て
勉
強
を
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
つ
く
え

も
い
す
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
や
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
た
り

ま
え
に
あ
る
物
や
か
ん
き
ょ

う
が
、
あ
た
り
ま
え
で
は
な

い
国
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど

も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
物
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

み
ん
な
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
勉
強

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
大

切
さ
を
考
え
ま
し
た
。
私
は

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
た
く
さ

ん
勉
強
が
で
き
る
し
、
学
校

の
ほ
か
に
も
大
好
き
な
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク

ス
の
教
室
で
勉
強
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

勉
強
を
し
て
大
学
へ
行
き
た

い
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
子
ど
も
た
ち
も
み
ん
な
が

学
校
へ
行
け
て
、
将
来
の
せ

ん
た
く
し
を
た
く
さ
ん
持
て

る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

  　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

　

僕
は
、
日
本
に
四
人
の
祖

父
母
が
い
る
。
み
ん
な
七
十

代
の
後
期
高
齢
者
だ
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
、
ビ
デ
オ
電
話
し
た
り
、

電
子
メ
ー
ル
や
L
i
n
e
で

写
真
や
テ
キ
ス
ト
を
送
り
合

っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
た
だ
一
人
、
デ
ジ
タ
ル
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
た
の
が
、

母
方
の
祖
父
だ
。
祖
父
は
令

和
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
パ

ソ
コ
ン
ど
こ
ろ
か
携
帯
電
話

す
ら
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

何
度
も
祖
母
や
母
か
ら
携
帯

電
話
を
持
つ
よ
う
に
勧
め
ら

れ
て
も
、「
必
要
な
い
。
ケ
ー

タ
イ
は
使
わ
な
い
。」
と
、
か

た
く
な
に
拒
ん
で
い
た
。

　

祖
父
に
と
っ
て
、
僕
は
た

っ
た
一
人
の
孫
だ
。
僕
が
小

さ
い
頃
、
祖
父
は
毎
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
へ
遊
び
に
来
て
く

れ
て
い
た
。
ま
た
、
僕
と
ビ

デ
オ
電
話
を
す
る
た
め
に
、

祖
母
の
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方

を
母
か
ら
習
っ
て
い
た
。
と

い
っ
て
も
、
電
源
を
入
れ
て

消
す
こ
と
と
、
ス
カ
イ
プ
の

ア
イ
コ
ン
を
開
い
て
閉
じ
る

こ
と
だ
け
だ
。
そ
れ
で
も
、

そ
れ
ま
で
触
ろ
う
と
も
し
な

か
っ
た
パ
ソ
コ
ン
で
ビ
デ
オ

電
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
祖
母
に
は
か
な

り
衝
撃
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。

祖
父
は
、
ビ
デ
オ
電
話
で
僕

と
話
す
こ
と
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、

数
年
前
に
祖
母
が
パ
ソ
コ
ン

を
新
し
く
買
い
替
え
た
こ
と

で
、
ス
カ
イ
プ
の
ア
カ
ウ
ン

ト
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
祖
父

が
自
力
で
ビ
デ
オ
電
話
を
す

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
以
降
は
、
祖
母
の
ス

マ
ホ
で
た
ま
に
ビ
デ
オ
電
話

を
す
る
程
度
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
祖
母
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
習
い
事
で
忙
し
く
、

い
つ
も
外
出
し
て
い
る
し
、

祖
父
と
祖
母
の
生
活
時
間
帯

も
ず
れ
て
い
る
の
で
、
祖
父

と
気
軽
に
話
せ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
な
か
な
か
合
わ
な
か
っ

た
。

　

そ
し
て
こ
の
夏
、
三
年
振

り
に
祖
父
母
達
に
会
い
に
、

僕
は
日
本
へ
行
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
二
年
間
ず
っ
と
小
さ

い
画
面
で
見
て
い
た
祖
父
母

達
が
満
面
の
笑
み
で
待
っ
て

い
た
。
久
し
ぶ
り
に
対
面
し

て
懐
か
し
か
っ
た
。
み
ん
な

僕
を
見
て
、「
大
き
く
な
っ
た

ね
。」
と
。
と
て
も
驚
い
て
い

た
。
や
は
り
、
画
面
の
中
で

見
る
の
と
実
際
に
会
う
の
で

は
違
う
と
思
っ
た
。

　

今
回
の
日
本
滞
在
で
計
画

し
て
い
た
こ
と
に
、
僕
の
古

い
i
P
a
d
を
祖
父
に
譲

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と

え
携
帯
電
話
が
な
く
て
も
、

i
P
a
d
が
あ
れ
ば
、
祖
父

も
以
前
の
よ
う
に
自
分
で
ビ

デ
オ
電
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
計
画
は

最
初
か
ら
少
し
難
航
し
た
。

基
本
動
作
と
用
語
を
覚
え
る

こ
と
が
、
祖
父
に
と
っ
て
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
か

ら
だ
。「
タ
ッ
プ
す
る
」
は
指

を
画
面
に
軽
く
触
れ
る
こ
と
、

画
面
を
開
く
時
に
使
う
「
ホ

ー
ム
ボ
タ
ン
」
は
下
に
あ
る

丸
い
形
の
ボ
タ
ン
な
ど
、
何

度
も
練
習
し
た
。
祖
父
は
ぎ

こ
ち
な
い
指
先
で
画
面
を
タ

ッ
プ
す
る
が
、
ど
う
も
難
し

い
ら
し
く
、
上
手
く
で
き
な

か
っ
た
。
僕
に
と
っ
て
は
「
そ

こ
で
つ
ま
づ
く
？
」
と
思
う

よ
う
な
こ
と
が
、
祖
父
に
は

一
大
事
だ
っ
た
の
だ
。

　

ス
マ
ホ
も
パ
ソ
コ
ン
も
持

っ
て
い
な
か
っ
た
祖
父
に
と

っ
て
、
初
め
て
持
つ
デ
バ
イ

ス
が
i
P
a
d
と
い
う
の
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
、
僕
は
心
配

に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
祖
父

は
、
電
源
の
位
置
や
音
量
ボ

タ
ン
の
位
置
な
ど
、
一
つ
一

つ
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
一

生
懸
命
覚
え
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
戻
っ
て

か
ら
、
何
度
か
ビ
デ
オ
電
話

で
祖
父
と
話
し
た
。
最
初
は

ど
う
な
る
こ
と
か
と
ひ
や
ひ

や
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て

い
き
、
最
近
で
は
自
分
で
ビ

デ
オ
電
話
を
終
了
す
る
の
も

上
手
く
な
っ
て
き
た
。
た
と

 「『
ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
こ
え

て
』
を
読
ん
で
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

ま
や
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 「
身
近
な
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
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乙
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テ
レ
ビ
を
み
て
い
た
ら
、
ゴ

ミ
の
せ
い
で
海
の
生
き
物
が

困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
人
間
が
ポ
イ
捨
て
を

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
、

海
に
飛
ば
さ
れ
て
、
そ
の
ゴ

ミ
を
海
の
生
き
物
が
食
べ
て

し
ま
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
そ

う
で
す
。
意
識
し
て
み
る
と
、

色
々
な
場
所
で
ゴ
ミ
が
落
ち

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
、
一
人
一

人
ゴ
ミ
問
題
へ
の
理
解
が
少

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
一
人
一
人

の
ゴ
ミ
問
題
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
学
校
の
各
教

室
の
ゴ
ミ
箱
を
分
別
で
き
る

よ
う
に
二
つ
置
く
こ
と
を
提

案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
く

わ
し
く
説
明
す
る
と
、
ゴ
ミ

箱
を
二
つ
置
い 

て
、
一
つ
は

（
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
）
と
書
い
た

紙
を
貼
り
、
も
う
一
つ
に
は
、

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
）
と
書

い
た
貼
り
紙
を
し
て
分
別
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
の
提
案
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
実
際
に
分
別
で
き
な

く
て
も
ゴ
ミ
問
題
へ
の
関
心

を
少
し
で
も
、
持
っ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
提
案
を
実
施
す
る
こ

と
で
少
し
で
も
ゴ
ミ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
く
れ
る
人

が
増
え
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
滞
米
６
か
月
）
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お
い
し
い
イ
カ
、タ
コ
、エ
ビ
、魚
、と
い
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
料
理
。

ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
最
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
寄
り
の
エ
リ
ア
、
ア
ス

ト
リ
ア
は
、
そ
の
ギ
リ
シ
ャ
（
グ
リ
ー
ク
）
料
理
の
有
名
な
レ

ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並
ぶ
街
。
昔
は
ギ
リ
シ
ャ
人
が
住
む
街
と
し

て
も
有
名
だ
っ
た
が
、
今
で
は
世
界
の
台
所
と
思
わ
せ
る
ほ
ど

世
界
各
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ひ
し
め
い
て
い
て
、
ア
ス
ト
リ
ア

に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
ム
ー
ド
が
溢
れ
る
非
常
に
安
全
で
便
利
な
地

域
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
近
は
イ
ー
ス
ト
リ

バ
ー
沿
い
に
ハ
イ
ラ
イ

ズ
の
数
々
の
賃
貸
ビ

ル
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

が
次
々
と
立
ち
並
ん
で

い
る
が
、
写
真
の
部
屋

は
ア
ス
ト
リ
ア
ら
し
い

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
リ
ビ

ン
グ
と
外
観
。
地
下
鉄

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
駅
か

ら
徒
歩
２
分
、
最
高
の

立
地
に
立
つ
タ
ウ
ン
ハ

ウ
ス
だ
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
ま
で
地
下
鉄
で
約
12

分
、
日
本
食
材
が
買
え

る
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
。

３
階
建
て
、
６
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
、
３
バ
ス
ル
ー

ム
、
駐
車
場
に
は
車
が

２
〜
３
台
入
る
。
こ
の
物
件
は
１
階
に
居
間
、２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、

１
バ
ス
ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る
の
で
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
で
も
賃
貸
が
可
能
だ
。
購
入
価
格
は
１
８
５
万

ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
９
０
１
・
７
１
５
５
、
Ｅ
メ

ー
ルnokahata@redacinc.com

　

岡
畠
さ
ん
、
ま
た
は
電
話

３
４
７
・
５
３
９
・
０
０
５
２
、７
１
８
・
２
２
９
・
２
９
２
２
、
Ｅ

メ
ー
ルalina1225@gmail.com

　

プ
ラ
イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
・

ア
リ
ー
ナ
・
ヤ
カ
ト
マ
ン
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
）

　

み
な
さ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？　

本
日
は
ク
イ

ー
ン
ズ
・
ア
ス
ト
リ
ア
の
地
域

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
は
コ
ロ
ナ

後
の
イ
ン
フ
レ
の
影
響
で
家
賃

が
高
騰
し
、
も
う
住
め
な
い
状

況
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
お
隣
り
の
川
を
渡
っ

た
ア
ス
ト
リ
ア
に
も
大
き
な
影

響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ま

で
地
下
鉄
で
15
分
、
日
系
ス
ー

パ
ー
か
ら
世
界
の
レ
ス
ト
ラ
ン

が
立
ち
並
ぶ
、
東
京
で
い
う
と

三
軒
茶
屋
を
彷
彿
さ
せ
る
ア
ス

ト
リ
ア
、
コ
ロ
ナ
後
家
賃
も
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ド

ア
マ
ン
付
き
の
賃
貸
ビ
ル
は
、

ス
タ
ジ
オ
で
も
２
９
０
０
〜

３
４
０
０
ド
ル
、
ワ
ン
ベ
ッ
ド

は
３
５
０
０
〜
４
５
０
０
ド

ル
、
２
ベ
ッ
ド
は
４
０
０
０
〜

６
５
５
０
ド
ル
が
相
場
で
す
。

割
安
物
件
は
即
賃
貸
さ
れ
て
し

ま
い
、
空
き
が
で
る
ま
で
ウ
ェ

イ
テ
ィ
ン
グ
状
態
と
い
う
の
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
川
沿
い

に
新
築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
（
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
）
も
建
設
さ

れ
、
現
在
売
り
出
し
中
で
す
。

ス
タ
ジ
オ
が
55
万
ド
ル
か
ら
、

ワ
ン
ベ
ッ
ド
で
65
万
ド
ル
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
来
年

２
０
２
４
年
に
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
駅
近
く
に
新
築
賃
貸
物
件

が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

か
な
り
人
気
の
物
件
と
な
る
で

し
ょ
う
。
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

ら
す
ぐ
に
リ
ダ
ッ
ク
か
ら
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
住
宅
部
／
岡
畠
伸
江
）

ク
イ
ー
ン
ズ
・
ア
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て

アストリアのタウンハウスでゆったり暮らす

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
拠
点
と

す
る
企
業
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
タ
イ

ト
ル
ズ
は
こ
の
ほ
ど
、
言
語
の

ア
ク
セ
ン
ト
に
対
す
る
米
国
人

の
意
識
調
査
の
結
果
を
公
表

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訛
り
は
最

も
人
気
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。 

　

同
社
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
立
ジ

ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
大
学
が
開

発
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
ン

ト
を
収
録
し
た
音
声
サ
ン
プ
ル

「
ス
ピ
ー
チ
・
ア
ク
セ
ン
ト
・

ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
利
用
し
、
米

国
人
１
０
０
０
人
を
対
象
に
各

ア
ク
セ
ン
ト
に
対
す
る
印
象
を

尋
ね
た
。
最
も
ア
ト
ラ
ク
テ
ィ

ブ
（
魅
力
的
、
好
印
象
）
と
評

価
が
高
か
っ
た
の
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
以

下
上
位
10
位
は
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
、
フ
レ
ン
チ
、
イ
タ
リ
ア
ン
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

訛
り
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

訛
り
に
続
き
下
位
10
位
は
ボ
ス

ト
ン
、
中
西
部
、
カ
ナ
ダ
、
南

部
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
、
ド
イ
ツ
、

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
訛
り
と
な
っ
て

い
る
。 

　

そ
の
ほ
か
、
最
も
美
し
い
、

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
、
誘
惑
的
、
断
定
的
、
お

も
し
ろ
い
、
な
ど
の
訛
り
に
対

す
る
印
象
の
ラ
ン
キ
ン
グ
や
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
俳
優
ア

ー
ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ

ッ
ガ
ー
さ
ん
を
筆
頭
に
「
ア
ク

セ
ン
ト
が
強
く
て
言
っ
て
い
る

こ
と
が
理
解
し
辛
い
有
名
人
」

ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
も
掲
載
し
て

い
る
。
デ
ー
ト
相
手
に
求
め
る

ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
71

％
が
「
地
元
と
は
異
な
る
訛
り

の
相
手
に
興
味
が
あ
る
」
と
返

答
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
カ
ナ

ダ
訛
り
に
対
し
て
は
「
落
ち
着

く
」「
つ
ま
ら
な
い
」、
ボ
ス
ト

ン
訛
り
は
「
不
愉
快
」、
そ
し

て
多
く
の
米
国
人
が
英
国
ア
ク

セ
ン
ト
に
対
し
て
最
も
「
洗
練

さ
れ
て
い
る
」「
イ
ン
テ
リ
」

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
ほ
か
同
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
はhighlandtitles.

com

を
参
照
す
る
。 

言
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訛
り

最
も
人
気
が
な
い
！

mailto:commercial@redacinc.com
highlandtitles.com
mailto:nokahata@redacinc.com
mailto:alina1225@gmail.com


コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
最終章：これまでの要点と展望（３）

　

こ
の
最
終
章
で
は
、「
Ａ
Ａ

Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
」（
明
確
か
つ
主

張
の
あ
る
自
主
的
発
言
力
）
を

身
に
付
け
る
た
め
の
、
具
体
的

な
項
目
や
政
策
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
何
度
も
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル

は
、
欧
米
の
大
学
・
大
学
院
授

業
で
の
発
言
参
加
や
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
時
に
重
要
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
や
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
高

度
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
環
境
の

様
々
な
場
面
で
非
常
に
役
立
つ

ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
訓
練

が
教
育
で
で
き
て
お
ら
ず
、
仕

事
上
で
も
人
前
で
発
言
を
す
る

の
が
苦
手
な
大
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
例
え
ば
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
原
稿
を
棒
読
み
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政

治
家
で
さ
え
も
下
を
向
い
て
原

稿
を
読
み
続
け
る
方
々
が
多
い

状
況
で
す
。
こ
れ
は
海
外
で
は

あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
し
、
ま

た
聴
衆
に
良
い
印
象
を
与
え
ま

せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
話
す
相
手
や
聴
衆
が
い

る
場
合
、
言
語
を
使
っ
た
イ
ン

タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
「
相
互
行

為
」
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
相

手
に
話
し
か
け
、
反
応
を
得
る

こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
そ

の
時
そ
の
時
の
会
話
内
容
の
流

れ
や
状
況
に
応
じ
て
考
え
な
が

ら
意
見
を
述
べ
る
、
自
分
の
思

っ
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
直

接
相
手
に
伝
え
る
、
と
い
う
こ

と
に
意
義
が
あ
る
わ
け
で
す
。

で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
訓
練

を
教
育
上
受
け
て
い
な
い
日
本

人
に
は
か
な
り
の
努
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。”Self-selective 

participation” 

（
自
発
的
発

言
）
の
事
項
で
も
具
体
的
に
説

明
し
た
通
り
、
例
え
ば
最
初
は

生
徒
に
強
制
的
に
発
言
参
加
を

さ
せ
る
、
ま
た
は
生
徒
が
自
分

自
身
に
発
言
を
課
す
、
と
い
っ

た
訓
練
行
動
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

具
体
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

大
学
院
で
の
筆
者
の
知
り
合
い

の
日
本
人
留
学
生
は
、
授
業
中

に
米
国
人
学
生
が
大
変
活
発
に

発
言
し
て
い
る
の
を
見
て
シ
ョ

て
意
見
を
言
お
う
」
と
決
め
る

と
、
発
言
文
を
頭
で
作
る
時
に

時
間
や
労
力
が
軽
減
さ
れ
る
の

で
役
に
立
ち
ま
す
。
ま
た
発
言

参
加
で
は
、
最
初
か
ら
意
見
を

述
べ
る
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の

で
、
ま
ず
質
問
を
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
の
も
一
考
で
す
。
質

問
は
そ
の
時
に
応
じ
て
考
え
や

す
い
で
す
し
、
例
え
ば
手
を
挙

げ
て
、 “Excuse me, I have a 

question.”  “May I ask you 
a question?”

な
ど “Pre”

と

呼
ば
れ
る
「
前
置
き
」
か
ら
始

め
る
と
、
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置

い
て
比
較
的
容
易
に
発
言
が

実
行
で
き
ま
す
。
も
し
質
問

し
た
か
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
も
、 “Sorry. 

Getting back to
○
○,”

（
○

○
の
話
に
戻
り
ま
す
が
）
と
い

う“Pre”

を
使
え
ば
少
し
前
の

ト
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
も
質
問
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
行
し

て
い
く
う
ち
に
、
先
生
を
助
け

る
意
味
で
も
発
言
へ
の
自
信
を

つ
け
る
意
味
で
も
、
実
質
的
・

心
理
的
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
発
言
参
加

で
の
自
信
は
、
ス
ピ
ー
チ
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
も
大

変
役
に
立
つ
こ
と
も
お
伝
え
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
基
本
の
ス

ク
リ
プ
ト
は
必
要
で
す
が
、
そ

れ
を
棒
読
み
な
ど
せ
ず
、
自
分

の
知
識
と
考
え
を
な
る
べ
く
自

分
の
言
葉
で
言
え
る
よ
う
に
練

習
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
効
果
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

し
て
、
最
初
に
そ
の
ト
ピ
ッ
ク

が
現
実
的
な
日
常
生
活
と
関
係

し
て
い
る
話
や
ジ
ョ
ー
ク
な
ど

を
取
り
入
れ
る
と
聴
衆
を
引
き

込
む
鍵
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
上
手
に
使
っ
た
発
表
は
ク
ラ

ス
へ
の
貢
献
に
も
な
り
、
成
績

や
業
績
に
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る

は
ず
で
す
。（
つ
づ
く
）

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信
出
版

社
）
な
ど
。

ッ
ク
を
受
け
、
こ
の
ま
ま
で
は

「
自
分
は
ダ
メ
だ
」
と
自
覚
し

た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
後
「
一

つ
の
授
業
に
つ
き
最
低
2
回
は

発
言
を
す
る
こ
と
」
を
自
分
に

課
し
、
そ
れ
を
努
力
し
て
実
行

し
ま
し
た
。
彼
女
に
よ
る
と
、

こ
れ
を
実
行
し
て
い
く
う
ち

に
、
徐
々
に
恥
ず
か
し
さ
も
な

く
な
り
普
通
に
発
言
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
た

だ
米
国
人
学
生
は
挙
手
な
し
で

次
々
に
話
し
始
め
る
生
徒
が
多

く
、
自
分
は
話
す
タ
イ
ミ
ン
グ

が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
必
ず
目

立
つ
よ
う
に
挙
手
を
続
け
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に

自
分
で
決
心
し
て
実
行
と
努
力

を
続
け
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
分
野
で
も
成
功
の
鍵
と
な
り

ま
す
。

　

実
際
に
発
言
す
る
時
に
気
を

付
け
る
事
項
で
す
が
、
発
言

の
構
文
はSelf-selective”

の

訓
練
項
目
で
出
て
き
た
「
こ
の

場
合
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

在
籍
数
１
７
０
人
、
藤
田
真
祐

子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
９
月
16

日
に
大
運
動
会
を
開
催
し
た
。

青
空
が
広
が
る
中
、
借
用
校
の

ウ
ェ
バ
ー
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
校

庭
に
２
５
０
人
を
超
え
る
観
客

を
迎
え
た
。
高
等
部
生
徒
会
役

員
の
滑
ら
か
な
実
況
中
継
の
も

と
、
幼
児
部
の
ダ
ン
ス
発
表
に

始
ま
り
、
二
人
三
脚
、
大
玉
転

が
し
、
紅
白
玉
入
れ
、
徒
競
走
、

リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
３
、４
年
生

は
こ
の
日
の
た
め
に
「
台
風
の

目
」
を
練
習
し
て
き
た
。
限
ら

れ
た
練
習
日
の
中
で
、
ど
の
よ

う
に
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら

バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く
か
、
皆

で
話
し
合
い
な
が
ら
戦
略
を
練

っ
て
き
た
。
一
人
も
遅
れ
る
こ

と
な
く
台
風
の
よ
う
に
勢
い
よ

く
走
り
切
る
子
供
た
ち
の
成
長

ぶ
り
に
、
練
習
の
様
子
を
見
守

っ
て
き
た
教
員
も
目
を
細
め

た
。

　

恒
例
の
観
客
参
加
の
綱
引
き

で
は
子
供
達
が
「
お
父
さ
ん
、

が
ん
ば
っ
て
」「
お
母
さ
ん
、

も
っ
と
引
っ
張
っ
て
」
な
ど
と

大
声
で
応
援
し
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。
最
後
の
全
校
リ
レ

ー
で
は
ア
ン
カ
ー
を
務
め
る
中

学
部
、
高
等
部
生
徒
の
力
強
い

走
り
っ
ぷ
り
に
会
場
全
体
が
歓

声
を
上
げ
た
。
１
、２
年
生
の

親
子
競
技
に
高
等
部
生
徒
が
応

援
に
駆
け
つ
け
る
姿
も
あ
り
、

幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
子

供
達
が
お
互
い
を
認
め
、
協
力

し
合
う
同
校
ら
し
い
運
動
会
と

な
っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

秋
の
大
運
動
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
で
10
月
８
日
、
フ

ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
バ
ザ
ー
が

同
学
園
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
保
護
者
を

対
象
に
、
書
籍
の
コ
ー
ナ
ー

と
協
賛
企
業
テ
ン
ト(

Ｉ
Ａ
Ｃ

Ｅ
、Bsize)

、
そ
し
て
親
子
体

力
測
定
会
や
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
体

験
を
、
気
持
ち
の
い
い
秋
晴
れ

の
中
、
園
舎
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
裏

庭
に
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
設

置
さ
れ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
豚

汁
、
パ
ン
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や

綿
あ
め
の
コ
ー
ナ
ー
が
展
開
さ

れ
、
子
ど
も
達
の
長
い
列
が
で

き
た
。
園
舎
内
で
は
、「
夏
休

み
自
由
研
究
」
の
掲
示
物
も
公

開
し
、
素
晴
ら
し
い
子
ど
も
達

の
作
品
に
来
場
者
の
笑
顔
が
み

ら
れ
た
。

　

会
場
は
、
参
加
者
の
笑
い
声

に
つ
つ
ま
れ
、
楽
し
い
バ
ザ
ー

と
な
っ
た
。
バ
ザ
ー
収
益
金
は

学
園
施
設
充
実
お
よ
び
奨
学
金

に
あ
て
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

バ
ザ
ー
を
開
催

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
す
っ
か
り

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
こ
の

コ
ラ
ム
が
出
る
頃
に
は
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
も
間
近
に
な
り
ま
す
が
、

最
近
い
た
る
と
こ
ろ
で
パ
ン
プ

キ
ン
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
今
日
こ
の
頃
、
皆
さ
ま
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

先
々
週
ア
リ
ゾ
ナ
州
ル
ー
ト
66

を
少
し
旅
し
て
き
た
の
で
す

が
、
海
抜
６
０
０
０
フ
ィ
ー
ト

に
近
い
高
地
で
あ
る
フ
ラ
ッ
グ

ス
タ
ッ
フ
周
辺
は
す
っ
か
り
黄

葉
と
い
う
か
紅
葉
と
い
う
か
、

葉
っ
ぱ
の
色
が
綺
麗
に
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
夜
の
気
温
も
40

度
（
摂
氏
５
度
）
ぐ
ら
い
ま
で

落
ち
る
の
で
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
に
住
む
筆
者
と
し
て
は
久

し
ぶ
り
に
寒
気
の
す
る
朝
を
迎

え
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
秋
か
ら
冬
に
向

か
っ
て
ル
ー
ト
66
を
楽
し
も
う

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
読
者

の
皆
様
は
充
分
防
寒
用
具
を
持

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
は
「
今
現
在
ル
ー
ト
66
で

は
実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
？
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

時
事
的
な
話
題
を
ご
紹
介
し
て

い
く
シ
ー
ズ
ン
⑤
、
早
速
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ツ
ア
ー
＠

エ
ド
モ
ン
ド

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
エ
ド
モ
ン
ド

を
発
着
点
と
し
て
、
歴
史
的
な

ル
ー
ト
66
沿
い
の
街
と
文
化
を

楽
し
み
な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ツ
ア
ー
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
、

「
サ
イ
ク
ル
66
」
は
２
０
２
１

年
の
初
開
催
か
ら
３
回
目
を
迎

え
ま
す
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ル
ー

ト
66
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
運

営
す
る
、
友
人
の
リ
ズ
は
、
バ

イ
ク
・
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
ヴ
ェ

ロ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ

と
共
に
来
る
11
月
５
日
（
日
）

の
開
催
に
向
け
て
現
在
鋭
意
準

備
中
。
参
加
希
望
者
はwww.

cycle66ok.com

、
45
ド
ル
で

登
録
で
き
ま
す
。
初
回
の
参
加

者
は
５
５
０
人
、
そ
し
て
昨
年

は
８
２
３
人
、
と
着
実
に
参
加

者
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
、
心
肺

機
能
か
ら
情
緒
的
な
健
康
、
ス

ト
レ
ス
解
消
ま
で
、
私
達
の
健

康
に
あ
ら
ゆ
る
効
果
が
あ
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
る

皆
様
も
ぜ
ひ
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

■
交
通
事
情
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
＠

セ
ン
ト
ル
イ
ス

　

ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス

の
某
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
情

報
に
よ
れ
ば
、
イ
リ
ノ
イ
州
と

ミ
ズ
ー
リ
州
を
結
ぶ
ル
ー
ト
66

の
要
所
、「
オ
ー
ル
ド
・
チ
ェ

ー
ン
・
オ
ブ
・
ロ
ッ
ク
ス
・
ブ

リ
ッ
ジ
」
に
イ
リ
ノ
イ
州
側
か

ら
通
じ
る
橋
に
新
た
な
重
量
制

限
が
追
加
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
従
来
の

23
ト
ン
か
ら
７
ト
ン
に
急
落
す

る
も
の
で
、
こ
の
重
量
制
限
に

よ
り
、
農
機
具
や
大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
橋
を
利
用
で
き
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
ル
ー
ト
66
を
旅

行
す
る
多
く
の
人
々
が
利
用
す

る
大
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
車

な
ど
も
利
用
で
き
な
く
な
り
そ

う
で
す
。

　

こ
の
橋
の
所
有
者
は
イ
リ

ノ
イ
州
マ
デ
ィ
ソ
ン
市
で
す

が
、
市
に
よ
れ
ば
こ
の
老
朽

化
し
た
橋
は
応
急
処
置
に
約

４
０
０
万
ド
ル
、
全
面
補
修
に

約
２
７
０
０
万
ド
ル
程
度
の
補

修
費
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
同
市
の
人
口
は
わ
ず

か
３
１
７
１
人
な
の
で
、
資
金

を
捻
出
で
き
る
現
金
も
税
収
基

盤
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

市
は
、
州
や
連
邦
政
府
か
ら
の

助
成
金
や
、
各
事
業
団
体
か
ら

の
財
政
支
援
等
の
解
決
策
を
模

索
し
て
い
ま
す
。余
談
で
す
が
、

こ
の
橋
は
１
９
８
３
年
の
映
画

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
脱
出
」

の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
も
使
わ
れ
ま

し
た
。

■
オ
ク
ラ
ホ
マ
で
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
満
喫
？
！

　

レ
ス
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン

「Chicken Shack

」
の
創
設
者

で
あ
り
、
ル
ー
ト
66
に
も
造
詣

の
深
い
エ
ド
・
ゴ
チ
ェ
ナ
ー
氏

の
音
頭
の
下
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

ル
ー
ト
66
に
て
約
１
０
０
マ
イ

ル
に
渡
っ
て
「
各
町
が
独
自
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
テ
ー
マ
を
選
択

し
、
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
を
提
供

し
合
う
」
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
す
る
街
々
は
、
エ
ド
モ
ン

ド
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
、
ル
ー
サ

ー
、
ウ
ェ
ル
ス
ト
ン
、
チ
ャ
ン

ド
ラ
ー
、
ダ
ベ
ン
ポ
ー
ト
、
ス

ト
ラ
ウ
ド
、
デ
ピ
ュ
ー
、
ブ
リ

ス
ト
ウ
、
そ
し
て
サ
プ
ル
パ
。

街
名
を
聞
い
た
だ
け
で
も
心
が

躍
り
ま
す
。
期
間
は
早
い
街
で

11
月
16
日
か
ら
年
内
い
っ
ぱ
い

ま
で
。
詳
細
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
観

光
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
！

■
ル
ー
ト
66
、
Ａ
Ｉ
と
の
タ
ッ

グ
マ
ッ
チ

　
「
ル
ー
ト
66
の
守
護
天
使
」

と
い
え
ば
、
ア
ン
ヘ
ル
・
デ
ル

ガ
デ
ィ
ロ
氏
（
英
語
だ
と
エ
ン

ジ
ェ
ル
）
で
す
が
、
ア
リ
ゾ
ナ

州
キ
ン
グ
マ
ン
に
あ
る
ビ
ジ
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
に
て
「
ス
ト
ー

リ
ー
フ
ァ
イ
ル
」
と
し
て
エ
ン

ジ
ェ
ル
が
登
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
フ
ァ

イ
ル
と
は
、会
話
型
の
動
画
で
、

Ａ
Ｉ
を
フ
ル
活
用
し
、
実
際
に

は
そ
こ
に
い
な
い
個
人
に
向
か

っ
て
、
あ
た
か
も
そ
の
人
と
会

話
を
し
て
い
る
よ
う
な
現
象
を

生
み
出
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
来

場
者
が
バ
ー
チ
ャ
ル
な
エ
ン
ジ

ェ
ル
に
対
し
、
ル
ー
ト
66
や
彼

の
人
生
に
つ
い
て
質
問
し
、
エ

ン
ジ
ェ
ル
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

答
え
る
と
い
う
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
な
の
で
す
。
展
示

は
そ
の
他
、歴
史
的
な
写
真
や
、

エ
ン
ジ
ェ
ル
の
家
族
の
歴
史
が

紹
介
さ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
理

髪
店
に
あ
る
年
代
物
の
椅
子
に

座
っ
て
自
撮
り
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く

彼
は
、
故
郷
の
セ
リ
グ
マ
ン
が

州
間
高
速
道
路
40
号
線
に
迂
回

さ
れ
た
後
、
セ
リ
グ
マ
ン
か
ら

キ
ン
グ
マ
ン
ま
で
の
旧
ル
ー
ト

66
を
歴
史
的
な
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と

し
て
指
定
す
る
よ
う
精
力
的
に

州
に
働
き
か
け
、
１
９
８
７
年

に
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
歴
史
的
ル
ー

ト
66
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

彼
の
お
店
は
今
日
ギ
フ
ト
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
、
世
界
中
か
ら
ル

ー
ト
66
を
訪
れ
る
旅
行
者
の
目

的
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
、

い
う
と
こ
ろ
で
少
し
自
慢
話
を

（
笑
）「
ル
ー
ト
66
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

と
題
さ
れ
た
展
示
の
所
に
、
ル

ー
ト
66
日
本
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
代
表
と
し
て
エ
ン
ジ
ェ
ル

が
私
に
く
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
私

自
身
の
名
前
と
一
緒
に
先
日
訪

問
の
際
に
見
つ
け
ま
し
た
。
身

に
あ
ま
る
光
栄
で
言
葉
を
失
い

ま
し
た
が
、
是
非
訪
問
さ
れ
た

際
は
御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
ブ
ー
ツ
・
コ
ー
ト
の
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

ミ
ズ
ー
リ
州
カ
ー
セ
イ
ジ
に

あ
る
ブ
ー
ツ
・
コ
ー
ト
に
こ
の

８
月
、
新
し
く
Ｇ
Ｍ
職
に
就
任

し
た
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
モ
リ
ス
氏

は
、
モ
ー
テ
ル
の
全
13
の
客
室

の
改
装
が
無
事
完
了
し
た
た

め
、
こ
の
歴
史
的
ル
ー
ト
66
の

モ
ー
テ
ル
の
今
後
の
新
し
い
計

画
を
発
表
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、

オ
リ
ー
ブ
と
ギ
ャ
リ
ソ
ン
・
ア

ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
の
角
に
あ
る
元
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
、
ビ
ジ
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
と
ブ
ー
ツ
・
コ

ー
ト
の
オ
フ
ィ
ス
に
改
装
中
の

上
、
同
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

北
と
西
に
あ
っ
た
２
軒
の
住
宅

を
撤
去
し
、
そ
の
エ
リ
ア
に
公

園
や
緑
地
の
設
置
、
駐
車
場
を

拡
張
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。
ビ
ジ
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
が

完
成
す
れ
ば
、
ブ
ー
ツ
・
コ
ー

ト
や
ル
ー
ト
66
に
関
連
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
や
記
念
品
が
販

売
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
最
も
人
気
の
あ
る

商
品
は
、
か
つ
て
の
名
優
ク
ラ

ー
ク
・
ゲ
ー
ブ
ル
が
ル
ー
ト
66

を
新
婚
旅
行
し
た
際
に
宿
泊
し

た
２
つ
の
部
屋
の
鍵
の
レ
プ
リ

カ
で
す
。

　

そ
う
そ
う
、
後
述
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、ブ
ー
ツ
・

コ
ー
ト
の
話
題
が
出
た
の
で
こ

こ
で
繋
げ
て
お
伝
え
し
ま
す

と
、
先
月
お
知
ら
せ
し
た
「
ル

ー
ト
66
、
１
０
０
年
祭
記
念
・

日
米
文
化
交
流
企
画
」
の
、
名

古
屋
の
チ
ン
ド
ン
屋
、
ベ
ン
テ

ン
ヤ
ご
一
行
も
こ
の
ブ
ー
ツ
・

コ
ー
ト
に
滞
在
し
ま
し
た
。
Ｔ

Ｖ
な
し
、
ネ
ッ
ト
な
し
、
当
時

の
ラ
ジ
オ
か
ら
当
時
の
音
楽
が

流
れ
る
の
み
、
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お
目
に

か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
５
：
Ａ
Ｉ
に
な
っ
た
「
守
護
天
使
」
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

EVENT
■ジャパンフェス＠イーストビレッジ＝
10/28　10:00～ 18:00　ジャパンフェス・
フィナーレと題した今年最後のストリー
トフェア。焼きそば、ラーメン、焼き鳥
など多くのベンダーが集結する日本食の
祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■クイーンズ・ナイトマーケット＝
10/28 ま で　17:00 ～ 24:00  New York 
Hall of Science（at Flushing Meadow 
Corona Park）春から開催されていた夜
市も 10月末で終了。涼しくなった夜を
約 100店舗のベンダーが連なる屋外マー
ケットで楽しもう。
詳細は https://queensnightmarket.com/
■松井秀喜の野球教室＝ 10/29  NY州内
の会場（参加者のみに通知）で松井氏に
よる指導、記念撮影、サイン会が行われ

る。参加対象はトライステイト在住の小
学 4～ 6年生の男女。参加費無料。申し
込みは 10/15までに応募リンク https://
shorturl.at/DJKPWから。

CLASS/SEMINAR
■ナミ・ニューヨーク不動産オンライン
セミナー「NY不動産投資の進め方 10の
ステップ」＝ 10/26　8:00　米国の不動
産投資に興味がある人や不動産購入のプ
ロセスや費用を把握したい人に向け実践
的な知識を解説する。講師は同社代表の
山木奈美さん。参加費無料。
詳細は https://www.mashupreporter.com/
ny-real-estate-investment-webinar/
■齋藤会計事務所オンラインセミナー
「海外所得、国際相続、贈与の税務」＝
10/30　21:00　日米税務会計のエキス
パートが日本での海外所得、国際相続、
贈与の税務を解説する。ゲストスピーカー
は米国公認会計士の齋藤美智子さん。申
し込みは氏名、メールアドレス、会社名、
住所、部署・役職、参加人数を明記し Eメー
ルmnakano@saitollp.comまで。
■在米者向け「終活」ウェビナー＝
11/16までの毎週木曜　20:00  テーマは、
相続対策から日本国籍を放棄した人の帰
化申請、墓じまいや海洋散骨の基礎知
識、高齢者向けの住宅事情など、各分野
の専門家が週替わりで最新情報を説明す
る。10/26「墓じまいに関する基礎知識」、

11/2「帰国後の住まい探しのコツ＆日本
国内の不動産売却について」。参加費無料。
詳細は https://pro.kurashifeed.com

MUSIC　　　　
■第 15 回風の環コンサート＝ 11/5　
16:30   Merkin Hall at Kaufman Music 
Centre（129 W 67th St.）今年はトルコ
の伝統音楽継承活動をしているターキッ
シュ＆インターナショナル・ミュージッ
クアンサンブルを迎えトルコ地震のチャ
リティーコンサートとなる。ほかの出演
は、風の環少年少女合唱団、風の環室内
アンサンブル、混声合唱団ジャパンコー
ラルハーモニーとも。入場料：$20　
詳細は https://www.kaufmanmusiccenter.
org/
■ニューヨーク混声合唱団定期演奏会＝
11/18 15:00  聖トリニティ教会（316 E 
88th St）ポピュラーソングやラテン語の
曲など、馴染みのある唱歌からクリスマ
スソングまでを披露する。午後 5時から
はレセプションも開催。入場料：$10　
詳細は https://www.nymc.net/

THEATRE/DANCE
■ハドソンヤード「ムービーナイツ」＝
10/27 ま で　Hudson Yards（33rd St, 
11th Ave.）ハドソンヤードの広場で午後
6時から開催されている屋外の無料映画

上映会。ブランケットを持参して映画を
楽しもう。10/20『THE WITCHES (1990)』、
10/22『CRAZY STUPID LOVE』、10/27
『TIM BURTON’S CORPSE BRIDE』。入場
無料。会場は午後 5時から開場。
詳 細 は h t t p s : / / w w w .
hudsonyardsnewyork.com/movie-nights
■スタジオジブリフェス 2023「千と千尋
の神隠し（Spirited Away）」＝ 10/28～
11/1　AMC Empire 25（234 W 42nd St.）
など各劇場　日本のアニメ制作会社スタ
ジオジブリが製作した長編アニメ映画を
紹介するフェスで全米の映画館にて開催。
吹き替え版と日本語版（英語字幕）がある。
詳 細 は https://www.fathomevents.com/
series/studio-ghibli-fest

ART
■ 石 田 徹 也 展「My Anxious Self」 ＝
10/21 ま で　Gagosian Gallery（555 
W24th St）2005年に 30歳の若さで事故
のため亡くなった画家・石田徹也が創作
活動の場として夢見たという NYで開催
されている初の作品展。自画像を含めた
80点以上を展示。
詳細は https://gagosian.com/
■大日方真（おびなたまこと）個展＝
10/22まで　NY市立大学シティーカレッ
ジ・コーエン記念資料室ギャラリー　水
彩画家・長野県出身の大日方による NY
で初となる作品展。ぼかしや滲みを巧み

に生かした透明感のあるタッチの風景画
14点を展示している。入場無料。
■神田さおりライブパフォーマンス＝
10/28  17:00   日本ギャラリー（145 W 
57th St. 5F）踊りながら絵を描く「踊絵師」
の神田によるパフォーマンス。音楽制作
も担当し、リミックスした現代的な音楽
に合わせ、歌い、踊りながら素手で描く。
入場無料だが要予約。申し込みは Eメー
ル k@kyokosato.meまで。
■ 佐 藤 可 英 個 展「Transboundary ＝
10/30 ま で   Buunni Coffee - Inwood
（4961 Broadway）インウッド在住の佐藤
による絵画作品展。佐藤は武蔵野美術大
学を卒業後、日本やイタリアで展示会を
行い、2013年に活動の拠点を NYに移し
た。入場無料。
■ミドリ・カーティス作品展＝ 11/4まで　
Works Gallery（1250 Madison Ave）日本
での過去の記憶と NYでの現在の生活を
反映した、有機的・幾何学的なフォルム
を並置したモノプリント、木版画などの
作品を展示。入場無料。日曜休廊。
詳細は https://www.worksgallery.com/
■シアカ章子 NY展＝ 11/7まで　Inter-
na tional Cen ter of CCCS（80 Maiden 
Ln.14F）日本在住アーティストのシアカ
章子による、1989年以来 34年ぶりとな
る NYでの作品展。地球上で起こる気象
現象をテーマにした今年の新作 15点を
展示する。土日休廊。
詳細は https://artspheres.org/

http://www.at-newyork.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
http://www.cycle66ok.com%E3%80%81
http://www.cycle66ok.com%E3%80%81
http://www.cycle66ok.com%E3%80%81
http://www.cycle66ok.com%E3%80%81
mailto:k@kyokosato.me
https://www.worksgallery.com/
https://artspheres.org/
https://gagosian.com/
https://pro.kurashifeed.com
https://www.kaufmanmusiccenter.org
https://www.nymc.net/
https://shorturl.at/DJKPW
https://shorturl.at/DJKPW
https://www.mashupreporter.com/
mailto:mnakano@saitollp.com
https://www.japanfes.com
https://queensnightmarket.com/
https://www.hudsonyardsnewyork.com/movie-nights
https://www.fathomevents.com/series/studio-ghibli-fest
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人
間
対
Ａ
Ｉ
が
生
き
残
り

を
賭
け
て
戦
う
Ｓ
Ｆ
ア
ク
シ

ョ
ン
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
、

ア
メ
コ
ミ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

原
作
と
し
な
い
も
ろ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　
「Godzilla
ゴ
ジ
ラ
」「
ロ
ー

グ
・
ワ
ン
／
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
監
督

ギ
ャ
レ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
が

「
ピ
ノ
キ
オ
」
の
脚
本
を
手
掛

け
た
ク
リ
ス
・
ワ
イ
ツ
と
共

同
で
脚
本
を
執
筆
、
本
作
の

監
督
も
兼
ね
て
い
る
。「
地
獄

の
黙
示
録
」「
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン

ナ
ー
」
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に
い

ず
れ
起
こ
り
う
る
人
間
と
Ａ

Ｉ
激
突
と
い
う
未
来
の
地
球

を
構
想
し
て
み
た
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
。

　

近
未
来
、
人
間
が
作
り
出

し
た
Ａ
Ｉ
が
あ
る
時
を
境
に

自
分
た
ち
で
Ａ
Ｉ
を
作
り
出

し
、
人
間
と
の
抗
争
が
始
ま

っ
た
。
Ａ
Ｉ
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
核
を
爆
発
さ
せ
た
の
を

機
に
全
面
戦
争
と
な
り
、
ど

ち
ら
が
先
に
よ
り
高
性
能
の

Ａ
Ｉ
を
作
り
出
す
か
が
戦
争

終
結
の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
た
。

　

特
殊
部
隊
の
隊
員
ジ
ョ
シ

ュ
ア
（
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ワ
シ
ン
ト
ン
）
は
人

類
を
滅
亡
さ
せ
る
兵
器
を
作

り
出
す
と
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
側
「
ク

リ
エ
ー
タ
ー
」
を
探
す
た
め
、

ニ
ュ
ー
ア
ジ
ア
地
区
に
潜
入

す
る
。
ニ
ュ
ー
ア
ジ
ア
は
人

間
と
Ａ
Ｉ
が
共
存
す
る
社
会

で
欧
米
の
対
Ａ
Ｉ
戦
争
に
は

反
対
し
て
い
る
。
長
期
に
わ

た
る
生
活
で
ス
パ
イ
で
あ
る

は
ず
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
は
マ
ヤ

（
ジ
ェ
ン
マ
・
チ
ャ
ン
）
と
い

う
女
性
と
恋
に
落
ち
て
し
ま

う
。

　

し
か
し
そ
の
頃
、
ハ
ウ
エ

ル
大
佐
率
い
る
特
殊
部
隊
は

マ
ヤ
が
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
深

い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
マ
ヤ
の
住
居
を
急
襲
、

妊
娠
中
の
マ
ヤ
は
殺
さ
れ
、

ジ
ョ
シ
ュ
ア
は
重
傷
を
負
う
。

　

数
年
後
、
マ
ヤ
と
子
ど
も

を
失
い
、
生
き
る
希
望
が
見

い
だ
せ
な
い
ま
ま
の
ジ
ョ
シ

ュ
ア
は
新
た
な
ク
リ
エ
ー
タ

ー
を
探
す
た
め
ニ
ュ
ー
ア
ジ

ア
に
向
か
う
が
、
彼
が
探
し

出
し
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
は
少

女
の
姿
を
し
た
ア
ル
フ
ィ
ー

と
い
う
進
化
型
Ａ
Ｉ
だ
っ
た
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
は
定
評
の

あ
る
エ
ド
ワ
ー
ズ
だ
け
に
近

未
来
の
世
界
、
高
機
能
防
衛

シ
ス
テ
ム
、
最
先
端
兵
器
な

ど
驚
嘆
の
光
景
が
広
が
る
。

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
実
際

の
ロ
ケ
の
映
像
効
果
が
臨
場

感
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。

ニ
ュ
ー
ア
ジ
ア
の
戦
闘
員
ハ

ル
ン
役
で
渡
辺
謙
が
出
演
。

２
時
間
13
分
。
Ｐ
Ｇ
13
。（
明
）

The Creator

 Photo : 20th C
entury Studios

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

人
類
と
Ａ
Ｉ
と
の
生
存
戦
争

 ■上映館■
Regal E-Walk 4DX & RPX

247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

アルフィーを守るジョシュア（ワシントン）

　

フ
ル
ク
サ
ス
に
お
け
る
日
本

人
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
重
要

な
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
初
め

て
の
展
覧
会
「
ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・

バ
ウ
ン
ズ　

フ
ル
ク
サ
ス
と
日

本
人
女
性
芸
術
家
た
ち
」
が
10

月
13
日
（
金
）
か
ら
２
０
２
４

年
１
月
21
日
（
日
）
ま
で
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ

Ｓ
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。
１
９
６
０
年
代
初
頭
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
作
曲
家
、
詩
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
始
ま

り
、
国
境
を
越
え
て
新
し
い
芸

術
表
現
様
式
を
定
義
し
た
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
で
あ
る
フ
ル
ク
サ
ス
に
お

い
て
、
日
本
人
女
性
が
果
た
し

た
本
質
的
な
役
割
を
探
求
す
る

初
め
て
の
展
覧
会
で
、
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
全
ス
ペ
ー
ス
を
使
用

し
１
０
０
点
以
上
の
作
品
を
展

示
す
る
。    

　

昨
年
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
設

60
周
年
を
迎
え
、
同
展
で
は
、

久
保
田
成
子
（
１
９
３
７
〜

２
０
１
５
年
）、
オ
ノ
・
ヨ
ー

コ
（
１
９
３
３
年
〜
）、
斉
藤

陽
子
（
１
９
２
９
年
〜
）、
塩

見
允
枝
子
（
１
９
３
８
年
〜
）

の
先
駆
的
な
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
４
人
の
貢
献
に
焦
点
を
当

て
、
フ
ル
ク
サ
ス
と
１
９
６
０

年
代
以
降
の
よ
り
広
範
な
芸
術

運
動
に
お
け
る
彼
ら
の
役
割
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
フ
ル
ク
サ

ス
は
ラ
テ
ン
語
で
「
流
れ
る
小

川
の
よ
う
に
連
続
的
に
移
動
す

る
こ
と
、
通
り
過
ぎ
る
こ
と
」

を
意
味
し
、
フ
ル
ク
サ
ス
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
流
動
性
と

不
確
定
性
の
概
念
を
重
要
視
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
従
来
の

芸
術
形
式
を
避
け
、
フ
ル
ク
サ

ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、

映
画
、
音
楽
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
出
版
、
大
量
生
産
さ
れ
た

オ
ブ
ジ
ェ
の
流
用
な
ど
に
新
た

な
表
現
手
段
を
見
出
し
た
。
こ

の
芸
術
運
動
は
、
偶
然
の
出
来

事
、
日
常
生
活
の
は
か
な
い
も

の
や
行
為
に
芸
術
的
価
値
や
意

味
を
持
た
せ
る
こ
と
で
伝
統
的

な
美
的
概
念
に
挑
戦
し
た
。

　

開
廊
時
間
は
水
〜
日
曜
の
正

午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
入

場
料
は
一
般
12
ド
ル
、
シ
ニ

ア
・
学
生
10
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
・
16
歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/

を
参
照
す
る
。

60
年
代
初
頭
の
芸
術

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
開
幕

フルクサスと日本人女性

Peter Moore Yoko Ono with her “Morning Piece” installation, New York, September 12, 1965, 1965 
Photography by Peter Moore; © Northwestern University

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
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